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大型計算機センター利用に関するアンケート調

査の報告について

研究開発部 下條真司

システム管理掛吉崎幸二、坂賀 力、宮永勢次

はじめに

前回のセンターニュースで昨年行った利用者アンケートの結果を大まかに報告させてい

ただきました。この度ようやく詳しい結果をまとめることができましたので、ここにご報告

させていただきます。アンケートの回答は、多岐にわたっており、特に個々に頂いたご意見

は膨大であるため、残念ながらすべてをこの場に載せることはできませんので、ある程度ま

とめた形で報告いたします。また、前回のアンケート結果とダプるものに関しては、一部省

略させていただいています。生の回答については、センターのWWW(World Wide Web) 

などを通じて公開しておりますので、そちらをご参照ください。また、ご意見、ご要望につ

いてはセンターで検討した結果を本号の「ご意見・ご要望編」に掲載しておりますので、そ

ちらも併せてご覧いただければ幸いです。

1. アンケート回答者の内訳

アンケートの回答者内訳は図 1のと，

おりです。今回のアンケートは、月に2 ; 

回以上利用されている方（計算機に精通！

している方）、月に 1回程度しか利用さ：

れていない方及びセンターを全く利用，

されていない方の3つのカテゴリーに 1

分けて質問させていただきました。回答 I

者973名のうち月 2回以上の利用者：

は194名 (19.9%)、月 1回程度の

利用者は208名 (21.4 %)、利用申

請していない方571名 (58. 7 %)と

図1アンケート回答者の内訳

いう結果でした。今回はこれらの回答の結果をアンケートの順番通りではなく、トピック毎

に整理させていただきました。
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アンケート回答者の所属別利用状況内訳は表1のとおりです。月 2回以上利用される方の

45%、月に 1回程度利用される方の63%が学外の方です。

表 1アンケート回答者所属別内訳

所属 月2回以上 月0,.....,1回程度 申請なし 計

学外 87 132 5 224 
工学部 31 23 262 316 
基礎工学部 24 13 94 131 
医学部 ， 5 50 64 
理学部 21 2 39 62 
薬学部 4 3 28 35 
歯学部 3 

゜
31 34 

産業科学研究所 1 3 19 23 
人間科学部 1 8 3 12 
溶接工学研究所 2 1 8 11 
微生物病研究所 3 

゜
7 10 

文学部

゜
2 6 8 

経済学部 2 2 2 6 
蛋白質研究所 1 3 2 6 
レーサ‘‘—核融合研究所 1 

゜
4 5 

その他 4 11 11 26 
計 194 208 571 973 

アンケート回答者の職種別内訳は表2のとおりです。計算機を利用していると回答された

方の 76%は助手以上であり、大学院生等の方が少ないように思われます。

表2 アンケート回答者職種別内訳

職種 月2回以上 月0,..__, 1回程度 申請なし 計

教授 33 47 28 108 
助教授 35 43 30 108 
講師 14 18 11 43 
助手 58 58 95 211 
教務員 3 1 1 5 
大学院 14 10 16 40 
大学院（修士） 12 ， 56 77 

技術職員 4 3 6 13 

図書系職員． 3 7 

゜
10 

不明

゜
1 26 27 

その他 18 11 302 331 

計 194 208 571 973 
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2. 利用分析と使い勝手

2.1利用申請をされていない理由

利用申請をされていない方で、申請を

されていない理由は図2のとおりです。

「必要がない」と答えられた方は309

名もおられます3 なぜ利川する必要がな

いのかという質間は残念ながら今回は

濯i査しておりません。ただ、 「その他」

と答えられた方62名の巾請されてい

ない理由を大まかにまとめ（表3)分析 I

しますと、ワークステーションで十分で

ある、必要なソフトウェア・ハードウェ

大型計算

利用資格

アがない等ある程度推測する事ができ図2 利用申請をされていない理由

ます。 187名の方が利用資格を知らな

ンター

がない

いというのには驚きました。まとめてみますと利用の仕方、利用申請方法• 利用資格が分か

らない、モデムの接続方法など、最初の入り口であきらめる人が多くみられましたa

表3 「その他」と答えられた方の利用されない主な理由

利用料金が高い 8件

何ができるか、使い方がわからない 8件

研究室単位で利用（他の人が申請） 6件

ワークステーションで十分である 4件

時間がない、面倒 3件

必要としない 2件

必要なソフトウェア、ハードウェアがない 1件

その他 1件

「使いに行くのが面倒くさい」などの声もあがっています。これについては、 ODINSに

よって改善を期待する声もありました。また、センターにとってありがたくないのは「研究

単位で 1つの IDを共有する」という使い方です。原則的には「 1利用者1登録制」であ

り利川申閣の方法など、これらを改善することにより利用者の掘り起こしが期待できるもの

と忍われます3
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2. 2月1回程度しか利用しない理由

月1回程度お使いになる方で、利用率が上がらない理由は表4のとおりです。

表の％は、複数回答可の件数ですので、月 1回程度利用される方208名に対しての割合を

示しています。今後、複数回答可の場合にはこのように％で表します。

表4 月に 1回程度しか利用しない理由

研究室のワークステーション、パソコンで十分である 94件 45% 
大阪大学大型計算機センター以外の計算機を利用している 66件 31% 
ニュース・速報・手引きなど印刷物の入手目的のために申請 52件 25% 
計算機の使い方が分からない 45件 21% 
計算機が使いにくい 27件 12% 
利用できるソフトウェアがない 26件 12% 
負担金が高い 26件 12% 
研究室に大型計算機センターを利用できる端末がない 19件 9% 
大型計算機センターを利用する必要がない 15件 7% 
計算機資源がないあるいは小さい 3件 1% 
その他 62件 29% 

表4の「その他」と答えられた方62名の、理由を大まかに分類しますと表5となりました。

表5 「その他」と答えられた方の主な理由

BIOS ISのみの利用 21件

近い将来利用 7件

BIOS ISを利用しなくなった。 3件

利用する必要がない。 3件

パソコン、 wsで十分である 2件

その他 1件

利用しない理由では、やはり安価で高件能なパソコン ・WSの普及により十分であるとい
う意見が45%を占めました。ついで、計算機の使い力が分からない、使いにくい、ソフト
ウェアがない、負担金が高いなどの意見があり、これらについては、センター側で努力する
ことにより利用者の増大を図ることが期待できます。

また、表5よりBIOSISのみを利用している方が多くいますが、反面、利用しなくなった方
の理由にBIOSISやCurrentContentsなど同分野のCD_ROMの普及があるものと思われ、セ
ンターにおけるDBサービスのあり方について今後検討する必要があると思われますs
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2. 3利用されている機種の使い勝手。

月2回以上お使いの方に、利用されている機種の使い勝手について、たずねたところ図3

のような結果が出ました。使いにくいと答

えられた51名は、使いやすいと答えられ

た17名の3倍もの数にのぼりました。ま

た、使いにくいと答えられた方に、さらに、

どのような点が使いにくいかをたずねた 使いに

結果は表 6のとおりで、使いにくい原因と

して74%の方が「マニュアルがない、分

かりにくい」をあげ不満を示していますJ

月2回以上及び月 1回程度お使いの方

で「使いにくいと答えられた方」 97 名~~'
ア図3 機種の使い勝手

使いにくい計算機の機種についてたずね

た結果は図4のとおりです"47名の方が , 30 
汎用機を使いにくい機種としてあげ、実に

全機種の48%を占めています。また、表

6とは別に「その他」どのような点が使い

にくいかについて意見を伺い表7にまと，

めました。コマンド等の環境が異なる、ユ

ーザインタフェースが悪いなどがあげら

れています。

まとめると、汎用機の使い勝手が悪い、

答
B

月2回以上

月1回程度

I
8
I
 

マニュアルが古いなど汎用機の使いにく
図4 使いにくい機種

表6 使いにくい理由

マニュアルがない• 分かりにくい 38件 74% 

使い方が分からない 16件 31% 

講習会がない 8件 15% 

職員の知識が不足している 3件 5% 

その他 18件 35% 

表7 その他どのような点が使いにくいか

マニュアル、環境を整えて欲しい 9件

コマンド等が覚えられない、わかりにくい 7件

使いにくい、ユーザーインタフェースが悪い 5件

ネットワークが細い、ない。 4件

コマンド、アプリケーションがない 2件

その他 6件

さを指摘する声が多く聞かれ

ました。また、 UNIXのman

のようなものをonlineで整備

して欲しいなどオンラインマ

ニュアルの作成を強く望む声

があります。 Biological

Abstract (BA)の検索を

WWWサービスで利用したい

とか公衆電話回線を利用する

のでデータ抜けが起こるなど

ネットワーク利用に関する要

＇望もありました。
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2.4計算機の使い方が分からない機種

月1回程度お使いの方で、使い方が分からないと答
表8 使い方が分からない機種

えられた方45名に使い方が分からない機種を、おた

ずねしました、その結果を表8に示しています。スー

パーコンピュータ、汎用機という結果になりました。

さらに、 「どのような点が分からない」かをおたずね

しました、結果を表9に大まかにまとめました。

表9 どのような点が分からないかの主な意見

利用方法がわからない（初級） 9件

利用方法がわからない（中級） 3件

機種により使い方が違うのは不便 3件
マニュアルがない 3件

その他 4件

SX3 23件 51% 

AC0S3900 20件 44% 

SPARC 14件 31% 

ONYX 13件 28% 

IRISNGX 12件 26% 

EWS 9件 20% 

全機種共通して、 「最初の使い方がわからない」、 「マニュアルがない」などの意見が多

く見られました。センターとしては既存のマニュアルを見直して、 「初めての人にわかりや

すい」マニュアルを提供することを検討しています。

3. ソフトウェア

3. 1利用している言語

月2回以上利用される方に、利用している言語
表10利用している言語

をたずねた結果は表 10のとおりです。

FORTRAN言語を使用している方は57%です。

開発言語はやはり数値計算分野に便利な

FORTRAN言語が採用されているものと考えら

れます。ついで C言語が利用されています。

を利用していない方が36%もいらしゃいますが

メール・ニュースなどを含めたアプリケーション

を利用しているものと思われます。その他の言語

FORTRAN 

C 

C++ 

Pascal 

GMAI叩アセンプラ）

その他

利用していない

としては、 BASIC,PL/1,awk,Perlなどがあげられています。

大阪大学大型計算機センターニュース .-61-

111件 57% 

27件 14% 

3件 1% 

2件 1% 

2件 1% 

7件 4% 

70件 36% 
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3. 2利用しているライブラリ

月2回以上利用される方で、利用しているライプラリについておたずねしました。その結

果を表 11に示します。科学技術計算

ライプラリ (ASL)、数値計算・ 統計・表11利用しているライプラリ

計算ライプラリ (MATHLIB)、図形

ライプラリ、数値・ 統計問題解析用ラ

イプラリ (IMSL) となっています。

更に図形ライプラリとお答えの方15 

名に、利用されている作図装置をたず

ねました。結果は表12です3 図形ラ

ASL 

MATHLIB 

図形

rnsL 

その他

利用していない

29件 14% 

22件 11% 

15件 7% 

8件 4% 

3件 1% 

116件 59% 

イプラリは汎用機で処理されています。図形ライプラリに関する移行問題も今後の課題です。

表 12利用している作図装置

PC-9801(ASTER) 10件 66% 

N6921、N6922グラフィック 5件 33% 

Textronix4010、4014グラフィック 4件 26% 

N6928Cプロッタ 4件 26% 

XVIEWコマンドにより日本語プリンタへ 4件 26% 

3.3利用しているアプリケーション

月2回以上利用される方で、利用しているアプリケーションについては表,13に示します。

メール・ニュース関連を活用している方は30%近くおられます。利用されていない方もお

られますが、今後ネットワーク関連の活用が盛んになりますと利用者の増加も期待されます。

表 13利用しているアプリケーション

メール 67件 34% 

ニュース 48件 24% 

SPSS c統計解析プログラム） 17件 8% 

ANAL YZER/SX c性能向上支援ツール） 8件 4% 

Mathematica c数式処理システム） 8件 4% 

Mopac c半経験的分子軌道法プログラム） 7件 3% 

SPOOLサービス（媒体変換システム） 7件 3% 

AVS c汎用可祝化ツール） 6件 3% 

TeX c文習処理システム） 6件 3% 

AMOSS c分子軌道計算システム） 5件 2% 

EXPLORER c汎用可祝化ツール） 5件 2% 

DAISY cデータ解析システム） 3件 1% 

STATPAC c統計解析システム） 3件 1% 

SX View cビジュアルシミュレーションシステム） 2件 1% 

今後利用したい 19件 9% 

利用していない 64件 32% 
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月2回以上利用される方で、今後利用したいアプリケーション名をたずねた結果を表14

に示します。今後利用したいと答えられたアプリケーションはほとんどセンターに備わって

いますこただ、統計パッケージ SASは祁入されていませんこ汎用機系で処理する DYNAMO、

STATPACなどについてはワークステーションでの代替化が今後の検討課題ですこその他

の意見に「WWWの情報発信元になりたい」という希望は新たなるサービスに発展していく

可能性を秘めているものと思われます。

表14今後利用したいアプリケーション名

分子軌道計算

• 分子軌道計算システム (AMOSS)、Mopac

ピジュアリゼーション

・ANAL YZER/SX、SXView、EXPLORER、AVSa

数式処理

・Mathematica、reduce

シミュレーション、モデリング

・DYNAMO 

統計パッケージ

・SAS、SPSS、STATPAC、SALS

ツーノレ

・Tex、メール

その他

・LAOCN5、WWWの情報発信元、 SPOOL

3.4新たに導入を希望するアプリケーション

月2回以上利用される方で、新たに導入を希望するアプリケーションについては図5に小

します。統計パッケージ SASは27

名、非経験的量子化学解析プログラ

ム GAUSSIANは24名、非経験的

分子軌道計算プログラム GAMESS

は24名、有限要素法構造解析汎用

プログラム MARCは17名、汎用3

次元流体解析システムa-FLOWは

14名、汎用大型構造解析システム

NASTRANは8名、汎用熱流体解析

コードシステムは5名となっていま

す。今後システムの更新に伴いこの

a-FLOW 

GAUSSIAN 

GA!IESS 

ようなアプリケーションの導入を検図5 新たに導入を希望するアプリケーション
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討する必要があります。さらに、月 2回以上及び月 1回程度利用される方に、その他の導入

を希望されるソフトウェアをおたずねした結果を表15に示します。一部センターに導入さ

れているものもありますが、基本的にはこの様なソフトウェアについて、長・中期及び次期

システムの更新時の検討資料として参考になります。

表15その他新たに導入を希望するソフトウェア

DNA塩基配列解析ソフト、遺伝子データベース

EISPACKやLINPACKなどのソースが見られるとよい

INSIGHT DISCOVER FELIX、QCPEプログラム

MEDLINEのような生物関係のデータベースをネットワークでオンライン
検索

Mathematica 

REDUCE 

SAS 

STREAM汎用熱流体解析

XPLOR、CharmmQuanta、DiscoverInsight 

英日自動翻訳(ATLAS以外）

自然言語の翻訳支援ツール

燃焼解析プログラム(RICE)

分子軌道法Gaussian92、GAMESS、HONDOなど

分子動力学プログラム

文献検索 air

4 データベース
4. 1利用されているデータベース

月2回以上利用される方が利用しているデータベースは表16のとおりです。よく利用さ

表16データベースの利用状況と知名度
I 
利用状況 知名度

BIOSIS (生物分野の学術文献情報） 42件 21% 10% 

PROTEIN-DB (蛋白質結晶構造データ表示） 9件 4% 8% 

CHEM-J (日本の雑誌に掲載された化学関係文献データ） 8件 4% 7% 

NQR (核四極共嗚スペクトルデータ） 3件 1% 2% 

JSR (科学映画の二次情報） 3件 1% 2% 

ECDB (電解質溶液および電気化学反応系のデータ） 2件 1% 2% 

KIGYO (上場企業1700社の有価証券報告書） 2件 1% 2% 

YARUKI (学生の学習についてのデータ） l件 0% 2% 

TAXA (種子植物分類学の1980年以前の文献データ） 1件 0% 1% 

SPEECH-DB (音声認識研究のための音声データ） 0件 0% 2% 

利用していません 107件 55% 

I 
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れているデータベースはBIOSISで、 21%もの方に利用されています。

利用申請されていない方に、これらのデータベースサービスの実状についておたずねした

結果を同じく表 16に知名度として示しています。 BIOSIS,PROTEIN-DB,CHEM-Jが10%

前後しか知られていません。 また、どれか1つでも知っていると答えられた方に、なぜ利

用いただけないのかの理由を表17にまとめました。

表17データベースを利用しない理由

必要なデータベースがない、データが不十分、代替がある 10件

使う必要がない 7件

使い方がわからない 4件

他の人に依頼する 3件

その他 2件

「ChemicalAbstractsで十分である」など代替できるからという意見と具体的に「機

械工学、流体力学などに関係するデータベース」がないなど、利用者の要望をどう吸

収していくかが今後の課題となっています。

4. 2 CD_ROMデータベースは必要か

申請していない方に、 CD-ROM版のデータベース

サービスを利用されますかとおたずねした結果を図：

6に示します。利用すると答えられた方は255名 I

でした、さらに、どのようなデータベースが必要か］ 利

とたずねた結果は表18に示しています。 ない

図6CD_ROM版データベース利用

表18必要なデータベース

医学，生物関係 4ヽ言十121イ牛
MEDLINE 70件
Biological Abstracts 21件
生物化学文献、生物物理、生物文献 11件
医学文献の検索 6件
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current contents 4件

Excerpta Medica Abstract Journals。 2件

医用生体工学 2件

脳科学、神経生理 2件

Cancer hiterature 1件

GENEBANK 1件

歯学文献の検索。 1件

化学閾係 4ヽ肩十38イ牛
Chemical Abstract 19件

化学分野，化学物質文献 12件

新規化合物の構造式や物性に関するデータベース，無機結晶 3件

有機化学 2件

ケミカルなスペクトルデータベース 1件

化学反応データベース 1件

物理，理学関係 4ヽ言十16イ牛
物理系、物理化学、物理文献、物理学 8件

Physical Abstract 4件

理学文献 2件

Applied Physics l件

天文• 物理関係、 AstrophysicalJournal、NuclearInstruments and 1件

Methodなどの文献

工学関係 4ヽ言十49f牛
工学 13件

情報工学文献 10件

材料 6件

金属 4件

電気化学、電気関係、電気通信，信号処理 4件

認知科学文献、コンピュータゲーム・探索技法文献 3件

ニューラルネットの基礎• 応用関連の論文（国際会議の予稿集、 2件

Journal、本）のデータベース

ロボティクス 2件

建築学 2件

電子、電子工学 2件

物質、物性物理 2件

機械学会論文集 1件

機械工学文献 1件

数値シミュレーション、流体力学、機械工学、 PowderTechnology 1件

熱力学データベース 1件

文科系 小計8件

経済 3件

心理学関係 3件

社会学 1件

哲学 1件

一般圏書検索 4ヽ言十11イ牛
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図書館の蔵書（文献）データベース 6件
学術論文データベース 3件
cas-onl ine 2件
その他 4ヽ言十17イ牛
辞典類。英和•和英辞典 6件
画像 2件
CD・雑誌・漫画・タウンインフォメーション 1件
JIS規格 l件
Sci Search 1件
科学映像 1件
環境関連 1件
地図（ナビゲーションのようなもの） 1件
統計 1件
特許など知的所有権関係 l件
博物館・美術関係 l件
分類できなかったもの 小計4件
Econ Ii t 2件
PsyLIT 1件
QCLDB 1件

4.3 ftpサーバーについて
申請されていない方に、 ftpサーバ等を設置しサー
ビスしています、ご存じですかとたずねた結果を図

7に示します。知っていると答えられた方は148
名 (27%)です。さらに、なぜお使いいただけな
いのかの理由を表19にまとめました。

表 19 ftpサーバーを使わない理由

なにがあるか分からない

他の機関にアクセスしている

その他

件
一
件
一
件

4

3

3

 

図7FTPサーバの知名度

表 19より、 「どこに何があろのかよく分からない」という意見がありました。具体的に

どのようサーバが必要かについては

表20必要なサーバ

大学図書館のデータベース

WWW関連を拡充させて

その他

4件

3件

3件

20にまとめました。

どのようなサーバーが必要かについ

ては人学図書のデータベース及び

WWW関連を充実させて欲しいという

要祖がありました。
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5. 汎用機及び大学間 (N-1)ネットワークは必要か

5. 1汎用機は必要か

月2回以上利用される方に汎用機はズバ：

リ必要かという質問に、必要39名、不要 i

39名と同数（図8)でした。機能が代特

可能ならば不要と答えられた方は90名で

した。さらに、代替が必要な機能について i
おたずねした結果を表21に示します。

大学間 (N-1)ネットワークの代替を l

32%の方が希望されています。ついで、 l 

G16 

データベースの希望が29%となっていま図8 汎用機は必要か

す。一方、汎用機が必要と答えられた方の、

継続が必要な理由は表22に示しています。 表21代替の必要な機能
慣れた操作方法を変更するのは大変なのか

「エディタや操作法が変更になるのがいや」

という方が62%もおられます。それ以外の

必要機能は汎用機にかなり依存しているもの

と考えられます。

どうしても必要だとの怠兄には「1機関で

維持しにくいものを維持するのが大型計算機

センターの役割である」など共同利用機関の

．設立意義に言及したもの及び「利用中のプロ

グラムが動かなくなる」ことの不安などがあ

大学間(N-1)ネットワーク

データペース

吾口弓n五ロ

ライプラリ

アプリケーション

その他

29件

26件

21件

13件

10件

2件

32% 

29% 

23% 

14% 

11% 

2% 

げられています。また、現在汎用機でデータベースを公開しており、データベースの移行作

業など、汎用機の廃止に伴う問題や課題は多数あり長・中期的な展望が必要であると考えて

います。

表22継続が必要な理由

エディタや操作法が変更になるのがいやである 24件 62% 

機械語(GMAP)ルーチンを含む等、汎用機(ACOS-6)に依存したプログラムを使用している 8件 20% 

ー語 36bitという精度が必要である 3件 8% 

ソースプログラムを管理していない等、オプジェクトレベルで互換性のないシステムに移植できない 2件 5% 

代替できない機能がある 2件 5% 
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5. 2 大学間ネットワーク (N-1)の利用

月2回以上利用される方で大学間ネット

ワークを経由し、センターまたは他センター i

を利用する方の割合を図9に示します。セン

ターを利用されている方は42名 (21 %)、

他センターを利用されている方は57名(2

9%)おられます。利用したことがある方を

それぞれ含めても 75名 (38%)、105

名 (53%)になり、他センターを利用する

方が15ポイント多いです。 大学間ネット

ワークの廃止は可能かについては図10に
図9 大学間ネットワークの利用

示しています。廃止されると問題があるとい

う方は39名 (20%)おられます。具体的にどんな問題点があるかその理由をまとめ表2

ら
捻
r
⇒ド‘

q
曲
I
-

ぉ

心
埓

姿
り
～
り
よ

q
芭
浜

3に示します。

表23廃止された場合の問題点

Internetでは問題あり、不安 14件
Internetで代替可能か 5件
現状のサービスが利用できない 5件
その他 2件

インターネットが不通になったり、インタ！

ーネットヘの接続方法がよく狸解できないなし

どインターネットでの不安を述べている意見図10大学間ネットワークの廃止

が多く見られました。また、現状のサービス

が利用できないなど切実な問題もありましたが徐々に解決していくものと思われます。イン

ターネットによる利用方法についても広く広報することを痛感しました。

6. 他センターの利用

月2回以上利用される方で、他機関を利用していると答えられた方の、利用されている機

関の割合は表24に示されています。京都、学情、九州などを40%近くの方が利用してい

ます。他機関•他センターを利用される方は、必要に応じて複数の機関を活用しているもの
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と考えられます。表 24 の「その他」の他機関• 他センターを使う理由を月 2回以上利用さ

れる方と月 1回程度利用される方に聞きました。主なものをまとめると表25になります。

表24他センターの利用

京都大学大型計算機センター 43% 

学術情報センター 40% 

九州大学大型計算機センター 37% 

東京大学大型計算機センター 25% 

国立遺伝学研究所 14% 

名古屋大学大型計算機センター 13% 

東北大学大型計算機センター 12% 

分子科学研究所 8% 

北海道大学大型計算機センター 6% 

国立天文台・天文学データ解析計算センター 1% 

宇宙科学研究所 0% 

高エネルギー物理学研究所 0% 

その他 19% 

表25表24の「その他」のセンター利用理由

地元で使い慣れている 27件

他機関のデータベース利用 18件

必要なアプリケーションがある 9件

無料・負担金が安い 9件

時間•利用資源面で効率的である 3件

特定機関の魅力あるデータペース・高額なアプリケーションの利用、地元で使い慣れてい

るなどの理由が多く。月 2回以上利用される常連ではネットワークをフルに活用し、空いて

いる機関を利用して時間の節約を図っているという意見もありました。
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7. 本センターの運用について

ジョブクラス・サービス時間露開館時間

について

月2回以上利用される方に、スーパーコンピュータ及

び汎用機のジョプクラスの制限値は適当かという質問に

ついては図 11のような結果になりました。適当である

と答えられた方は 127名 (92%)の多数を占めました。

適当でない理由としてはスーパーコンピュータの会話型
図11 ジョプクラスの制限値

で 500MBまで利用できるクラスを設けて欲しいとい

う要望などがありました。

ジョプクラスの数は適当かという質問については図

1 2のような結果になりました。適当であると答えら

れた方は 114名 (84%)の多数を占めました。よりよ

いジョプクラスの設定については緊急度によるクラス，

分け、デバッグ用のクラスをつくり負担金を安くする、［

スーパーコンピュータでは 5分以下、 500MB優先実行：

クラスがあれば開発時に便利などの貴重な意見もあり

ました。

もっと細かくする

図12 ジョプクラスの数

開館時間は適当かという質問については図 13のような結果になりました。適当であると

答えられた方は 156名 (93%)の多数を占めました。どれぐらいの長さがよいかについて

は、 24時間運用を望む声が多くありました。

サービス時間は適当かという質問については図14のような結果になりました。適当であ
ると答えられた方は113名 (66%)いました。どれぐらいの長さがよいかについては、 2

4時間運用を望む、繁忙期の時間延長、図書（資料室？）の閲覧時間は短すぎる、プロ

グラム相談員の方がいってもいないなどの意見がありました。

図13 開館時間

図14サービス時間
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8. 負担金について

設定されている利用負担金額は適当か

月2回以上利用される方に、設定されている利用：

負担金額は適当かという質問については図15のと I

おりです。高いと答えられた方 (59名）は、安い

と答えられた方 (18名）の3.2倍に達しています。

更に、負担金が高いと思う理由をたずねた結果は表

26のとおりです。 「とにかく安く・半額に」とい t

う声が40%をこえていました。

表26負担金が高いと思う主な理由

とにかく安く・半額に 24件

ws、パソコンなどと比べて高い 5件

他のセンターと比べて高い 5件

定額料金を 1件

その他 1件

いえない

図15負担金は適当か

また、負担金は利用する上で制限となっているか図16負担金は利用上の制限か

という質問については図 16のとおりで、制限とな

っていると答えられた方が79名 (44%)もいます。

負担金に関しては、不満が多く、最も批判が大きいのが、スーパーコンピュータ、それか

ら汎用機、データベース BIOSIS、ワークステーション、ファイルの負担の順になっていま

す。

特に、スーパーコンピュータではベクトル化をうまくやらないとコストパフォーマンスが

悪すぎるという指摘もあります。

負担金は従量制か定額制かについては、図 17のと

おり、従量制であるべきであるという方が70名 (3

9%)、定額制があっても良いという方が53名 (3

0%)いました。従量制が9ポイント上回っています。：

定

て

図17負担金は従量制か定額制
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その他、負担金についての意見を表27に大まかな分類をしてまとめました。

閑散料金を、シーズン制、格安バックグ

ラウンドジョプを設定する、緊急度に応じ

て課金する、個人負担クレジットカードか

らの自動引き落としなど負担金にたいする柔

軟な課金体系をとれないかという意見が多く

ありました。学術機関にとって基本的な機能は、

本来無料にすべきだ、国の負担にという意見も

ありました。安価で高性能なwsやPCの普及により、負担金にたいする割高感が高まって

います。一方、

表27負担金に対する意見

もっと工夫を 14件

wsで十分 2件

ただにして、国の負担で 2件

もっと安く 2件

他と比較して高い 1件

メールやニュース、データベースに対するニーズは増大しています。このよ

うにソフトウェアを含めたサービスの提供が重要な課題になってきています。したがって、

センターとしても負担金にたいするあり方を見直す時期にきています。

9. 広報について
9. 1センターニュース・速報について

月2回以上利用される方に、 「センターニュース」をご覧になられていますかとおたずね

した結果が図 18のとおりです。読まないと答えられた方が9名 (5%)います。更に、な

ぜお読みいただけないのかという理由は図19のとおりです。理解できない記事が多い、文

化系にも読める記事を、また手元にない、と答えられた方もいます。

， 

「速報」をご覧になられていますかとおたずね

した結果が図20のとおりです。読まないと答えられた方が 13名 (7%)程います。更に、

なぜお読みいただけないのかという理由は図21のとおりです。その他の意見として手元に

i 
！図18 ！図19 

I 

届かないない、 と答えられた方もいます
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9. 2利用の手引き

月2回以上利用されている方に「利用の手引き」を利用しているかとおたずねした結果は

図22のとおりです。利用していない方が47名 (2.5 %)おられます。さらに、なせご

利用いただけないのかとの理山は図23のとおりです3 必要な手引きがないと答えられた方

1 7名に、どのような分野の記事を希望されますかという質問の結果が表28です3 さらに、

その理由を表29にまとめました3 今後、新規に作成する手引きなどを対象に WWWなどを

通じて公開できるように検討していきます。

し、

ない

図22利用の手引き 図23利用の手引を読まない理由

表28 どのような分野の記事

スーパーコンピュータ

ODINS接続について、 TCP/IPの具体的な説明、ネットワーク使用上のマナー

ワークステーション、 UNIX

研究室のMACを端末としたネットワーク環境の構築、運用、アプリケーション
の利用の仕方。

古すぎる。 XWindow関係。 InsideMachintosh 

表29記事の理由

E-mail等オンラインで入手したい 4件

何処にあるか、どうやって手に入れたらいいかわからない 3件

最新のものが欲しい 2件

その他 l件
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9. 3講習会について

申請されていない方に、講習会の開催をご存じ

ですかとおたずねした結果が図24のとおりです。：

知っていると答えられた方は209名 (37%) 

でした。あまり知られていないことに驚かされま

した。

なお、センターをはじめて利用される方は是非！

とも講習会を利用していただきたいと思います。

図24講習会の開催

9.4研究開発制度について

申請されていない方に、研究開発計画制度をご存じですかとおたずねした結果が図25の

とおりで、ほとんどの方がご存じでありませんでした 1

(3 9名、 7%)。この制度は、センター及び利用者に

とって重要なソフトウェアサービスの充実を図るため i

のものです。利用者の方の計算機の使用負担金を免除し

プログラム・データベース等の開発を行っていただいて

おります。是非ご利用していただきたいと思います。 I 

9.5プログラム相談制度について
図25研究開発制度

申請されていない方に、プログラム相談システムをご存じですかとおたずねした結果は図

26のとおり、ご存じの方が97名 (18%)でした。これは利用者の計算機の利用等に関

する質問・疑問点にお答えするための制度です。是非ご I

利用していただきたいと思います。また、相談員には、 ！ 

使用負担金の免除などもあります。 1 
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10. センターの利用予定

10. 1申請されていない方 1 

申請されていない方で、今後センターの利用予 i

定をおたずねしました結果は図 27のとおりで 1

す。利用予定の方は49名 (9%)でした。更に、

その利用目的を表30にまとめました。やはりデ

ータベース利用を目的にされている方が42名 I

もいました。

表30今後の利用目的（申請なし）

データベース

シミュレーション、モデリング

大規模数値計算

画像処理、ビジュアリゼーション

Internetの利用（電子メール、 ftpサーバー）

統計処理

その他

10. 2すでに計算機をお使いの方

計算機をお使いの方に、現在お使いの計算機以

外に今後あらたに利用を予定されている計算機が

ありますかとおたずねした結果が図28のとおり

です。月 2回以上利用されている方のうち41名

(2 9%)、月 1回程度利用されている方のうち

73名 (55%)は計算機の利用を予定していま

す。月 1回程度の利用者は26ポイントも上回っ

ています。新たに計算機を利用される意気込みを

図27今後の利用予定

42件

21件

20件

9件

9件

5件

12件

150 

感じます。このためにもセンターも努力しこれら図28今後の機種の利用

の方の期待に沿いたいと思います。また、月 1回

程度利用される方の予定されている計算機についておたずねした結果（図29、表31)に

なります。利用される機種では汎用機、スーパーコンピュータの順になっています。汎用機

についての使い勝手等の改善などを検討する必要があります。更に、利用目的については表

32-1、32-2にまとめました。

利用目的はビジュアリゼーション、シミュレーション、，モデリングの順になってい
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ますが、既設の装置で可能なものもあります。しかし、これらの目的をかなえるために

は、センターでしかできない特殊な設備や機能及び装置なども必要になってくると思われま

す。長・中期、次期システムの更新時などを含め期待に沿えるように努力したいと思います。

表31利用予定の機種

月1回程度 月2回以上

ACOS3900 49 3 

SX3 33 23 

SPARC 11 ・5 

ONYX 5 5 

EWS 5 3 

IRISNGX 4 10 

60 

40 

月2回以上

月1回程度
る
｛
各
3

I

乏

図29予定されている機種

表32-2利用目的（月 1回程度）
表32-1利用目的（月 2回以上）

ビジュアリゼーション 8件
シミュレーション、モデリング 6件
データベース 2件
その他 8件

シミュレーション、モデリング 17件

データベース 12件

統計処理 10件

ビジュアリゼーション、画像処理 3件

その他 11件

あとがき

アンケートの単純な回答ばかりでなく、それぞれに寄せられたご意見を拝見しますと、セン

ターに対する真剣な期待と不満が溢れております、 「センター離れ」がささやかれる中で、

まだまだ見捨ててはいない方々が多く見受けられました。センターにとっては、これが最後

のチャンスなのかも知れません。大きくまとめて、以下のような重点課題が浮かび上がって

きます。

・24時間、 365日運用
・マニュアル整備

• 利用申請案内などセンターを使うための文書の整備
・定額料金、閑散期料金などの負担金の柔軟な徴収

・PCなみに使いやすいユーザーインターフェース

いずれも、大変な問題で、なかなか手を付けられずに来ました。今後は与えられた課題を一

つづつこなしていくべく、努力する所存です。せっかく出来上がったこのような皆様とのオ

ープンチャネルを今後とも是非継続していただけますようよろしくお願いいたします。
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大阪大学大型計算機センター利用に関するアンケート調査のご報告

ーご意見・ご要望編一

1. まえがき

平成 6年 11月に、大型計算機センターの利用に関するアンケートを行いました。このアンケー

トの回答に、センターの運用に対する数多くの貴重なご意見・ご要望を頂きました。

頂きましたご意見・ご要望はできるだけ実現させたいと考えておりますが、中には実現できない

要望や時間のかかる要望があり、それらの回答については検討中である旨、お答えさせていただき

ました。利用者の方にはご不満な回答もあるかと思いますが、これからも一層使いやすいセンター

を目指したいと考えておりますので、よろしくご理解のほどお願いいたします。

きましたご意見・ご要望を (1)センター利用方法・問い合わせ、 (2)計算機・ワークステーショ

ンの利用、 (3)言語、 (4)アプリケーション、 (5)データベース、 (6)ネットワーク、 (7)負担金、

(8)運用、 (9)計算機のサービス時間・開館時間、 (10)広報、 (11)講習会、 (12)豊中データステーシ

ョン、 (13)その他、の 13項目に分類し、要約・編集し掲載しております。また、利用者の方から頂

いた要望を編集せずにファイルに書き込み公開しております。是非一度ご覧ください。

公開場所及びファイル名又はアドレス

汎用機 (ACOS) LIBSOURCE/ANK/README 

りークステーシ3ン /usr/local/ank/readme 

表示方法

READMEをご覧ください。

readmeをご覧ください。

WWW 

anonymous FTP 

http://www.osaka-u.ac.jp/center/ank/index.html 

ftp://ftp.center.osaka-u.ac.jp/pub/center/ank/readme 

2. ご意見・ご要望の回答

利用者の方から頂いたご意見をまとめ、同様の主旨で頂いた場合は／／で区切って掲載しており

ます。

センターに導入されている計算機は次のように簡略化記述しました。

スーパーコンピュータ SX-3R: SX-3、 汎用機AC0S3900/10: ACOS、

ワークステーション： WS、 同IRIS/ONYX: ONYX、 同IRISNGX310: VGX、

同SPARCstation : SPARC、同 EWS4800: EWS 

なお、センターの特定のワークステーションを指す場合は、ワークステーションのホスト名で記

述いたしました。

回答文の中に問い合わせ先の掛が記載されていますが、連絡先は省略してあります。電話番号及

メールアドレスは次の通りです。

共同利用掛電話06-879ー8808 電子メール kyoudou@center.osaka-u.ac.jp

FAX 06ー879-8814

プログラム相談 電話06-877-5111内線3858

(1)センター利用方法・問い合わせに関し

て

【センターヘの問い合わせについて】

貴センター利用上の問い合わせは、 E-ma

i Iを利用して共同利用掛へお尋ねしても

よろしいのでしょうか。／／利用申請の方法が

分からない。／／利用方法・資格・内容が分から

ない。／／アカウントはどのようにしたらいた

だけるのですか。／／センターの利用について

電子メールquestions@center.osaka-u.ac.jp

だれにアクセスしてよいのか分からない。

パンフレット、利用の手引、センターニ

ュースを準備しています。共同利用掛ま

でお問い合わせください。もちろん、電子メ

ールでお問い合わせいただいても結構です。

センターの使いにくさに対する不満が高

まっている。そのような声を積極的に吸

い上げる努力をした方がよいと思う。
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運用については、電子メール admin@

enter.osaka-u.ac.jpで受け付けています。

また、電話でも共同利用掛で受け付けていま

す。運営委員会、教育広報委員会、研究開発

計画委員会、運用室会議でもご議論いただい

ております。

【申請について】

病院の研究生や研修医でも利用申請でき

るようになればと思います。

本センターを利用できる方は次の方々で

す。 (1)大学、短期大学、高等専門学校、

国立共同利用機関の教員、及びこれに準じる

方。学部学生は卒業研究のために利用するこ

とができます。 (2)国立学校以外の文部省所

轄機関の研究職員。 (3)学術研究を目的とす

る機関で、センター長が認めたものに所属し、

もっぱら研究に従事する方。 (4)文部省所管

の科学研究費補助金の交付を受けて学術研究

を行う方。 (5)その他、特にセンター長が適

当と認めた方。したがって研究生、研修医の

方でも大型計算機センターを利用できます。

利用申請手続き及び処理を簡素化して、

すぐに使用できるように。 //4月など大
学院生が入ってくる時期に専攻学科単位で申

請を受け付けるシステムにする。／／ユーザ登

録など事前にすることなく、使いたいときに

手軽に使えたらいいと思う。料金とかは、研

究室単位、学科単位でまとめてということに

して、研究室あるいは学科に配属されている

者はだれでもデフォルトで使えるようにする

ことは出来ないのか。

申請書が FAXや WWWなどで簡単に入

手できるよう、また、申請書 1通で複数

の方が申請できるように検討いたします。

旅費支給申請書の提出期限を1週間前程

度にしていただきたい。／／旅費申請が2

週間前までにしないといけないというのは申

請しにくい。

事務手続き上、所属長の承諾を得る必要

があります。このために、 2週間という

期間を設定していますので、何とぞご了解い

ただきますようお願いいたします。

大阪大学大型計算機センターニュース - 79-

駐車許可証を郵送していただけると助か

ります。

初入構時には、ゲートで訪問目的を告げ、

一時入構許可を受けてください。車両入

構許可証が発行されれば、連絡の上、適当な

方法でお渡しいたします。

【プログラム相談について】

エラーが出たときや、思い通りの結果が

出ないときの対処法がわからない。／／プ

ログラム相談をもっと気軽に利用できるよう

に。 3時ごろ行ったが閉まっていた。／／プロ

グラム相談員の方がよくいないことがある。

プログラム相談は本センター利用者の方

にボランティア精神でお願いしています。

が、プログラム相談員になっていただける方

が少ないため、常時プログラム相談室に詰め

ていただくことができません。また、得意な

分野がありますので、来室される場合は、

前に共同利用掛ヘプログラム相談員の所在を

確認願います。センターでも研究開発部教官、

業務系職員がプログラム相談室のバックアッ

プをしています。その他、プログラム相談は

電子メール、 FAX、電話でも受け付けてい

ます。

［相談先J
E-mail questions@center.osaka-u.ac.jp 

FAX 06-879-8814(共同利用掛）

電話 06-879-8808(共同利用掛）

fil翌（広センクー7゚nゲラム相談室）
06-850—饂（息中 DS 7゚nがうム相談室）

＊大阪大学の方は内線番号に、他大学の方は

共同利用掛へ電話してください。

(2)計算機・WSの利用に関して

【SX-3について】

計算機のトラブルが多すぎる（昨年度）。

SX-3導入時はトラブルが多数発生し、

ご迷惑をおかけしました。導入当初の問

題も解決し、今年に入ってからは安定して

用しております、どうぞご利用ください。

sx母およびACOSをインターネット経由で
接続するPC98用端末ソフトウェアが入手

できなかった。
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イーサネット用 PC98端末ソフトウェア
!EDITを無料で配布しています。共同

利用掛までご連絡ください。

SX-3にtcshがない。
導入できるか調査し、できる限り導入い

たします。

バッチジョブの開始・終了を通知するメ

ールだけでよいので、 SX-3からのメール

の送信を可能にしてほしい。

QS(Network Quing System)機能にメー

ル送信機能が追加されました。 wsから
投入された場合、オプションを指定していた

だければ、電子メールで通知されます。

SX-3から直接利用された場合は、電子メー
ルで通知されません。 SX-3上で問い合わせ
コマンドをご利用ください。

ACOSからSX-3を使う方法がよく分からな
い。

スーパーコンピュータ利用の手引「簡易

形編」 「基本形編」をご覧ください。

sx母の拡張記憶が利用できるように。
FORTRAN77/SXから拡張記憶を直接使
うことができませんので、一時ファイル

として拡張記憶を利用しています。

SX-3のメモリを増やしてほしい。 //SX-3
の処理能力を向上してほしい。超並列機

を導入してほしい。

メモリ、 CPU不足に対応するため
SX-3のシステム更新を計画中です。そ

の後、超並列計算機を計画いたします。

【ACOSについて】
ACOSを利用するときのMAC上のよいエデ
イタがない。 //ACOSを利用するときパソ

コンのようなエディタがない。

残念ながら MACでACOSを利用できる
簡単なエディタはないようです。 PC98

用では、 ACOSと接続して利用します

ASTER及び MIEDIT通信プログラム（エデ
ィタ利用可）を共同利用掛で配布しています。

大阪大学大型計算機センターニュース -80-

パソコンの多機能にはおよびませんが、必要

機能は十分備えており使いやすいです。

ACOS用に九大のようなコマンドの一覧を
整備してほしい。 //ACOS用オンラインヘ

ルプコマンドを整備してほしい。

cosのコマンド一覧については、
「TSSのしおり」を御覧ください。ヘ

ルプコマンドは検討いたします。

cosのユーザ・インターフェイスが悪い。
／／使いにくい。／／エディタなどの使い方

が分からない。 //ACOSのコマンド体系が使い
にくい。／／ほかの機種になれているのでACOS
のファイル管理、コマンドが覚えにくい。

cosが使いにくいという点については、
少しずつでも改善したいと考えています。

使いにくい点については、センターでご協力

いたしますので、遠慮なくお申し出ください。

S・SX-3はUNIXで使用できるので使い易
いが、ACOSはUNIXでないので使いにくい。
ACOS用の簡単な手引があればもう少し使い易

くなると思う。

cos用の手引として「 TSSのしおり」
がありますが、新しい「利用の手引」を

作成いたします。

ACOSの標準的なFORTRAN77などの利用法
は、利用頻度の低い利用者も使えるよう

にバッチジョブ等の手続きはなるべく変更し

ないでほしい。

使い勝手を良くするため、あるいは機能

を拡張するためにソフトウェアの改訂を

行いますが、使い方などはできるだけ変わら

ないようにしたいと考えています。

ACOSのパスワードを変更したいが、 PASS
コマンドが利かない。

ACOSのパスワード変更コマンドは

PWCHGです。

【ACOSは必要ですか】
基本的に1機関で維持しにくいものを維

持するのが大型計算機センターの役割で

あり、汎用機はこれに該当する。／／汎用機の

サービスを中止することは絶対にやめてくだ
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さい。以前から利用しているボスのプログラ

ムが動かなくなると大変なことになる。

ご指摘の通りだと考えます。次期汎用計

算機システム更新時に検討いたします。

ただ、数値計算を行っておられるのであれば

SX-3へ移行できませんか。

cosの固定10進型の磁気テープデータの
読みとり機能が必要である。

固定 10進型磁気テープとおっしゃられ

る機能が、一般的によく使用されている

のか分かりませんが、業務掛 06-879-8811

にご相談くださし‘。

cosのテクトログラフィックスの図を書
くルーチンが必要である。

テクトロニクスのグラフィック装置を利

用される方も非常に少なくなってきてお

ります。 GKS、IRIS-GL、openGLなどのグ
ラフィックスライブラリに移行できませんか。

【wsについて】

い。

ws上のエディタmuleを導入してほしい。
csparcOl、cconyxOlで利用できます。

UNIXマシンでは最近整備されましたが、

pathの設定等のDEFAULTを完備してほし

wsに接続して、 /bin/kankyouコマン
ドを実行してください。環境設定ファイ

ルが各利用者の下にコピーされます。なお、

この環境設定ファイルに基づいたwsの利用
の手引を作成いたします。

SPARCで日本語manが利用できるように。
現在は BSD互換4.1.2のOSを利用して
いるため、日本語環境はサポートされて

いません。 Solarisでは日本語環境がそろい
ますが、ソフトウェアの継続性を考え、当面、

BSD互換で進みます。 日本語については
EWSをご利用ください。

パソコンになれているのでSPARCのエデ

イタなどの使い方が分からない。 ccspar

大阪大学大型計算機センターニュース -81-

c01の負荷が高すぎる。 //ccsparc01に利用が
偏っているのでccsparc02の利用を勧めては。

//WSを増やしてほしい。
ws用の手引を作成いたします。今年度
にwsの更新を予定しています。遠隔地

からの利用が多いため、より高性能なサーバ

ータイプのwsを検討しています。

【使い勝手・その他について】

キーボードからコマンドを入力する方法

では使用できない。マウスでクリックす

るだけで使えるように。 //MACのフォルダー

のようなものを端末に供給していただいて、

系統的に整備されたフォルダーを追っていけ

ばソフトウェアを開けるようにしてほしい。

Cの OSや Windowsは使いやすいイ
ンターフェイスを持っていますが、

SX-3やACOSのOSはまだまだ使いにくい
点が多々あります。少しずつでも改善してい

きたいと考えています。

PC98端末を増やしてほしい。

利用状況から見ますと、少ないとは思え

ません。

端末室に5-6台のプリンタを設置してほ
しい。実習で用いる。

設置経費、設置場所等の問題により複数

台のパソコンで共有しています。ご了解

くださし、0

(3)言語に関して

FORTRAN90を利用したい。

SX-3用FORTRAN90の導入を進めてい
ます。来年の早い時期にはサービスを開

始する予定です。

言語。 SPARC上でFORTRANを利用したい。

C言語は SX-3、ACOS、wsで利用可能
です。 SPARC上での FORTRANについ

ては、 cconyxOlおよびccewsOlに導入されて
いますので、そちらをお使いください。
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(4)アプリケーションに関して

汎用流体解析システムa-Flowを導入し

てほしい。

次期システム更新時に検討いたします。

東北大大型計算機センター等でサービス

しています。

ACOSでMathematicaを利用したい。

ON双に Mathematicaが既に導入されて

います。こちらで利用できないでしょう

か。 ACOS上で利用できる Mathematicaは開

発されていません。

英日自動翻訳(ATLAS以外）を利用したい。

／／自然言語の翻訳支援ツールを導入して

ほしい。

cews03上で稼働する翻訳支援ソフトウ

ェア PIVOTをお使いください。

SASを利用したい。

SPSSをご利用ください。 ws更新時に
検討いたします。九大、名大大型計算機

センター等でサービスされています。

REDUCEを利用したい。

cconyxOl上でより高機能で使いやすい数

式処理システム Mathematicaをサービス

していますが、代替できないでしょうか。九

大、東北大大型計算機センター等でサービス

しています。

燃焼解析プログラムRICEを導入してほし

い。

RICEの導入については相談させていた

だきます。

GNU PlotのようにTEXに組み込み可能な

三次元グラフィックソフトウェアを導入

してほしい。

数式処理、数値計算、グラフ処理をあわ

せた統合型ソフトウェア Mathematicaが

利用できます。フリーソフトウェアの GNU

Plotも利用可能です。 TEXに組み込み可能

な3次元グラフィックソフトウェアを具体的

大阪大学大型計算機センターニュース - 82-

にお知らせください。

DNA塩基配列解析ソフトウェア、遺伝子

データベースを利用したい。

国立遺伝学研究所に導入されていると思

います。 DNAデータバンク電話

0559— 81-6853 にお問い合わせください。

分子軌道法Gaussian92、GAMESS、HONDO、

Charmm Quanta、DiscoverInsight、STREA

M汎用熱流体解析、QCPEプログラム、分子動力

学プログラム、分子軌道計算プログラムを導

入してほしい。

次期システム更新時に検討いたします。

SX-3に導入されています、分子軌道計

算システム AMOSSはお役に立ちませんか。

MOSS、MOPAC、GAUSSIAN、GAMESS、電気化学

データベースの利用法が分からない。

AMOSSについては日本電気発行の

「GUY41分子軌道計算システム AMOSS

利用の手引」「 GUY42分子・材料設計支援シ

ステム AMOSS利用の手引」（図書資料＝ヽ

講習会室に設置）。 MOPACについては「セ

ンターニュース第96号、大阪大学大型計算

機センターのソフトウェアについて」をご覧

ください。 GAUSSIAN、GAMESSについて

は現在サービスしておりません。電気化学デ

ータベースはセンターニュース Vol.18、

No.2(1988)をご覧ください。 AMOSSおよび

MOPACについてはセンターニュースに使い

方を掲載いたします。

素人でも画像の操作ができるソフトウェ

アが必要。

パソコンのソフトウェアで代表的な

PHOTSHOPなどは使いやすいようです

が、センターでは ONYXのExplorerあるい

はAVSの画像処理ソフトウェアをお使いく

ださし‘。

30フレーム／秒の256階調モノクロ画像

を10秒程度取り込んで、 1フレームごと

に1フレーム前の画像と差分をとり、それら

を再合成して、出力する機能。歯肉縁下の細

菌の運動量を測定する目的に使う。ビデオ画

像とりこみ装置と、画像蓄積のための外部記
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憶装置が必要。

センターの画像処理装置を利用していた

だければすべて可能です。参考資料とし

ては、「IRIS-4Dのビデオシステムについて」

センターニュース vol.22,no.2,pp.93-98 1992.8 

をご覧ください。

ハードウェア面での装備は万全であるが、

アプリケーション・ソフトウェアを充実

してもらいたい。

センターでも今後はアプリケーションを

充実したいと考えております。次期シス

テム更新時に検討いたします。

(5)データベースに関して

【運用について】

データベース構築を予算・人員を使って

支援すべきである。／／化学の分野におけ

るコンピュータの利用として、丸善の「第4

版実験化学講座」という本がある。この中に

タベースの記載があるが、これらのデー

タベースが利用できれば、利用者の拡大のみ

ならず、研究活動の効率化にもつながります。

浅念ながら予算・人員を確保できる見込

みはありません。研究開発計画を利用し

ていただければ、構築のための計算機負担金

は免除されます。

データベースの構築を進めてもらいたい。

／／文献・情報検索を充実してほしい。 /IC
AS/INSPEC/Chembridge/Current ContentsのC

D-ROM/MEDLINEデータベースを導入してほし

い。／／有機化学者が利用したいデータベース

を導入してほしい。／／パソコン用のCurrent

contentsを使っているが、データの検索能力

などの点で限界を感じる。是非とも、今一度

文献検索データベースの在り方を検討してい

ただき、魅力あるサービスをしてほしいと考

えている。そのためには、使い勝手の良さや

利用負担金の安さなどを考慮していただき、

BIOSISにこだわらず、 BiologicalAbstracts 

などほかの文献データベースでもよいと思う。

CASは東大で、 INSPEC/Chembridgeは

九大大型計算機センターでサービスされ

ています。本センターは BIOSISをサービス

しています。多額の経費とデータの保守管理

大阪大学大型計算機センターニュース -83-

を必要とするデータベースを、複数の全国共

同利用大型計算機センターがサービスするの

には問題があります。経費の面からも、デー

タベースの運用経費は計算機利用負担金でま

かなっております。本センターの研究開発計

画委員会には、 CAS/INSPEC/Chembridge/Cu-

rent Contents/MEDLINEの導入の要望が寄せ

られたことを報告しておきます。利用者の方

が持っておられる貴重なデータをデータベー

スとして構築していただけませんか。

IP接続、telnetでwsにloginができ、 UNIX
上で各種データベースが利用したい。

ACOSにあるデータベースを、 UNIX上

で稼働できるように一部準備をすすめて

います。

文献検索AIRを導入してほしい。

九大大型計算機センターで開発された

士通製汎用機用文献検索システムですの

で、 NEC製汎用機への移植が必要になり難

しいと思われます。 NEC製汎用機用文献検

索システムとして DATA710が用意されてい

ます。

た。

蛋白質データベースがデータ量の増加の

ため、最新のデータが利用できなくなっ

蛋白研の方が現在検討されています。

【BIOSISについて】

BIOSISを利用しているが検索に長時間掛

かる。短縮できないか。

データ量が非常に多いため時間がかかり

ます。項目を選択して、まずキーワード

による検索で絞り込んでください。

N-1が廃止されるとBIOSISの利用に支障

がある。

当分、 Nー1が廃止されることはないかと

思いますが、公衆回線あるいはインター

ネットからも利用できます。

Biological Abstractは検索データのフ

ァイル転送ができると大変便利。大体の
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ユーザは文献管理用ソフトウェアを使用して

いるのでファイル形式での出力がありがたい

し、データの有効利用ができて利用率も上が

ると思われる。また、モザイクサービスを使

用できれば初心者の検索もスムースになると

思われ利用率も上がるのではないか。

検索データをプリンタに出力することは

認められていますが、ファイルに出力し、

再利用することは認められていません。ご了

解ください。初心者向きの検索システムは検

討いたします。

BIOSISの検索プログラムをもっとユーザ

・フレンドリーに。具体的にいえば、検

索に使えるコマンドなどを記憶していなくて

も使えるように、画面上で選択するとかヘル

プ画面を呼び出せるようにするなどの工夫が

ほしいです。

検索コマンドなどは画面に表示していま

すが、検索式の入力は表示されず確かに

初心者にとっては難しいかもしれません。改

善を考えたいと思いますが、入力待ちの箇所

では「 HELP」あるいは「？」を入力していた

だければヘルプメッセージが表示されます。

パソコンの専用検索システムと比較しますと、

ACOSで現在使用されている端末は、パソコ

ン、 ws、ACOS専用端末、大学間ネットワー
クからの利用、など多種類にわたります。多

種類の端末から利用されることを考えますと、

機能の低い端末から使えるように考えなけれ

ばならず、ある程度使い勝手が悪くなること

はご考慮いただきたいと思います。もちろん、

キャラクタベースでも使い勝手が少しでもよ

くなるような努力は必要であると考えていま

す。

う。

BIOSISの最新のデータだけを検索できる

ように。

レコードセット CURRに最新のデータ

を登録いたします。

BIOSISを利用させてもらっていますが、

Abstractが付いているとより便利だと思

1994年から一部の書誌情報にアブスト

ラクトが付くようになりました。 2,......,3 

大阪大学大型計算機センターニュース - 84 -

年後には、すべての文献にアブストラクトが

付く予定です。

データベース使用料の収支を知りたい。

過去にそのような報告があれば何に掲載

されているのか。

本センターの運営費の決算報告について

は、年度初めの運営委員会で行っていま

す。センターニュース等には掲載しておりま

せんでしたが、今後掲載することを検討いた

します。昨年度の BIOSIS社への支払額は、

固定費用（郵送費、データ作製費等）190万

円、検索結果の出力費用 248万円、 BIOSIS

データベースヘの接続費用 153万円、合計

591万円で、利用者から頂いた出力負担額は

225万円でした。

(6)ネットワークに関して

【N-1の廃止について】

-1が廃止されると、実用に耐えるレス

ポンスが得られないことが多くなると思

われる。／／端末エミュレーションの対応がど

のようになるか分からない。／／ブレイク信号

などインターネットでは効かないことがある。

／／京大・九大のINSPECを利用できない。／／大

学で信頼して利用できる経路を確保しておく

べきと思います。／／京都大学の大型計算機か

らNVT経由でBIOSISを利用しているが、 NVT経

由でアクセスできなくなると非常に不便であ

る。 EWSからのrloginなどが可能となれば良

いのですが。／／ネットワークが整備されてい

ないので他センターの利用ができなくなる。

／／当面インターネットはできないので、 N-1

はユーザがある限りサービスすべきであると

考えています。／／本学にはインターネットの

設備がないため利用不能になる。また、大量

データの転送にはインターネットでは不安が

ある。／／本学においてもインターネットを整

備中であるが、現時点では未整備であり、他

大学の計算機センターとの接続ができなくな

る。／／学情や京大に自宅からつなげられるか

どうか判らない。

インターネットが普及しつつあり、徐々

にNー1を移行することを検討中ですが、

その際、利用者にご迷惑がかからないよう最

大限努力いたします。
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-1が廃止されると各センターのIPアド
レス、端末設定等が不明であるため問題

がある。この情報の一覧があれば問題無い。

新しい「利用の手引」を作成いたします。

また、 8センター全国共同利用大型計算

機センター・学術情報センター・コンピュー

タネットワーク研究会発行「IPネットワー
ク経由のアクセス法概要」がありますので御

覧ください。

インターネットにはRJEがなく、一方で
メール、 FTP等のトラフィックが多く、N-

1より遅い（実行性能が）というのが実感であ
る。余分な機能のないN-1の方がよほど使い
やすい。

本センターの SX-3には RJEと同等の
機能を持つNQS(NetworkQuing System) 

が導入されており、遠隔地の UNIXのwsか
らバッチジョブの処理を行うことができます。

-1が廃止されても自宅から接続できれ
ば問題ない。

公衆回線から接続可能です。

【インターネット経由について】

SX-3・ACOSをIP経由で他大学から利用す
る方法が分からない。

これだけでは詳しくは分かりませんが、

IPアドレスが分からないという意味で
あれば、 SX-3は133.1.106.4であり、 ACOSは
133.1.4.102です。またACOSを使われる方は、
次の要領で接続してください。

telnet 133 .1. 4 .102 

TEL001 ENTER $$$CON CMD 
telnetでACOSに接続されるとこのメッセ
ージが表示されます。ここでは接続端末の属

性を指定します。属性には次の種類がありま

すが、必ず大文字で入力します。

$$$CON,TSS,,TNJS 

--->漢字新JISコード
$$$CON,TSS,,TKNJ 

--->漢字旧 JISコード (SHIFTJIS) 
$$$CON, TSS,, TASC 
---> ASCIIコード
$$$CON,TSS,,TGDP 

--->ゲう7ィックスTEKTR04010

大阪大学大型計算機センターニュース -85 -

エミュレート

$$$CON,TSS 

--->漢字新JISコード
上記、いずれかを入力しますと、 ACOSよ
りUSERID-ID及び PASSWORDの問い合わ
せが行われます。

【回線の増強について】

現在の利用形態は、主に大学若しくは自

宅（兵庫）からモデムを使って、 wsにログ
インするという方法をとっています。そのた

め、利用できるサービスが限られ(Xが使えな

いなど）、また端末が非常に低速となってい

ます。現在のところ、こちらの大学がインタ

ーネットに加盟する予定もないため、より高

速なモデムのサポート (28800bps以上）、PPP、
SLIP等のシリアル回線、TCP/IP接続のサポー
ト等の改善を期待します。

シリアル回線による TCP/IP接続につい
ては、本センターでもサービスの必要性

を感じており、近い将来にはサービスが可能

になるよう準備中です。サービスが可能にな

れば、速報等でお知らせいたします。

9600ボーの専用回線の充実。 ODINSのラ
インができたので専用回線がおざなりに

なっている。

用回線の充実については、現在の専用

回線のモデムは機種が古く、メーカでも

製造停止になっており、今後のサポートはで

きないとのことです。また、近年は LANに
よる接続が主流になりつつありますので、新

しいモデムを購入する予定はありません。し

たがって、できるだけ早い時期に LANによ
る接続に切り替えていただきますようお願い

いたします。

公衆電話回線を利用するのでデータ抜け

が起こる。

公衆回線を利用されても、通信回線上で

発生したデータ誤りを自動的に検出し、

訂正するエラーフリー機能を持ったモデムを

利用していただくとエラーはなくなります。

データ抜けが発生するのは、フロー制御の設

定に問題があるのかもしれません。ネットワ

ーク掛（電話 06-879-8817、電子メールア
ドレス network@center.osaka-u.ac.jp)にお問
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い合わせください。

(7)負担金に関して

【定額制など、柔軟な課金方法に】

(1)概算要求時に、アプリケーションソ

フトウェアも含めた要求を行い、それに

関し、行政を説得する必要がある。そうすれ

ば、負担金額も少なくてすむ。 (2)利用登録

者には、年間数千円でいいから、定額の負担

金を徴収する。それに伴い、一定時間以上の

ジョブの料金は時間に依存しないようにする。

／／課金システムの整った汎用は従量制がよい

と思うが、グラフィックws等はそうした手数
をかけるより利用を選択制とし、利用する人

には定額制で課金するのも一案である。／／定

額、従量制どちらでも選択できるように。研

究プロジェクト単位に課金。／／私の部屋では、

利用申請を1件だけして、みんなで使ってい

ます。これは、管理の便宜のためです。複数

の申請をすれば、報告書もそれだけ必要で、

会計的な管理も繁雑になるからです。 FTP、文

献検索（京大・九大、阪大は通るだけ）、ある

いは計算など、センターの利用形態も様々で

しょうが、 『登録は個人ベース』、『使用料

は定額（日数計算、月決め、年額など）』に改

めては如何でしょうか。メールやニュースも

学外へはセンターを経由するのではないので

しょうか。ネットワークだけの使用者にも、

薄く広く課金して、計算機本体の使用料も、

小規模なものは、分からない程度の課金にな

りませんでしょうか。ネットワーク、あるい

はさらにマルチメディアの時代にふさわしい

維持管理費の分担方式を見い出すことが、計

算機センターの今後を考える上での最重要課

題だと思います。／／格安バックグラウンドジ

ョブを設定して／／デバッグ用のクラスをつく

り負担金を安くする。／／閑散料金を。緊急度

に応じて課金すべきである。緊急度が最低の

クラスは課金なし。／／需要と供給の関係に基

づき値段もシーズン制にするべき。適正な価

格は徐々に下げていってみんながSX3を使い

始めたところに決める。／／ネットワークが整

備されてきているので、データベースは何処

の大学からでも利用できるようになっていま

すから、文部省はデータベースの購入費を全

額負担すべきです。そうすると課題になって

大阪大学大型計算機センターニュース -86-

いる利用料金が安くなり多くの方が利用でき

るのではないですか。各大学の教官の中には

自分のところにデータベースとそれを扱える

システムを購入して利用しようとする人が大

勢います。これはむしろ文部省の出費の過多

になりますし、資源の節約になりません。／／

個人負担クレジットカードからの自動引き落

としを認めてほしい。

負担金に対する不満はたくさんお聞きし

ます。これまでは、計算機の利用時間・

利用資源にしたがって配分しご負担いただい

ております。これが現在の利用負担金の制度

です。しかし、大型汎用機などのコストパフ

ォーマンスの低下、安価で高性能な WSや

PCの普及により、このような負担金も高く

感じられるようになってまいりました。一方、

メールやニュース、データベースなどのサー

ビスに見られるように、利用者としては「計

算機を利用する」というより「ソフトウェア

を含めたサービスを利用している」と考えら

れるように利用の仕方も変わってまいりまし

た。したがって、センターとしても負担金の

徴収の仕方を変える時期に来ています。利用

者にとっては、計算機時間で負担金を徴収さ

れるよりも、受けるサービスに見合う一定の

金額を負担していただく方が、好まれるよう

です。そこで、現在 1年に幾らといった定額

料金の仕組みにすべく、現在検討を進めてい

ます。

【sxの負担金】
SX-3はベクトル化をうまくやらないとパ

ソコン並の早さで大金がかかる。／／最近

の高性能ws、パソコンに比べて、高度のベク
トル化可能なプログラム以外ではコストパフ

ォーマンスが悪すぎる。／／ベクトル化による

高速化が10倍程度なら高性能wsで計算した方
がコストパフォーマンスがよい。 //SX-3のバ

ッチジョブのcputimeに対する課金が高い。

身近にあるWS(DEC a I pha)だとSX-3の約1/3の

スピードで計算出来ますが、それらのwsは大
変安く購入出来ます。 //SX短時間ジョブの課

金が高い、長時間も安いとはいえない。 //SX

-3のCPU時間料金、特にTSSと短時間ジョブ。

II個人のライブラリーをインストールするだ

けでかなりの金額になってしまう。 11300秒

までの1秒につき7円は高過ぎる。,5円ぐらい
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にはしてほしい。 //UNIXサブシステムに比べ

てSX3は高いように思う。一部の他センター

より安いはずであるが、どうも1ジョブあた

りの利用額が個別にでないせいもあるのか、

むしろ高い印象がある。

「定額制など、柔軟な課金方法」の項で

も説明しましたように負担金体系を検討

いたします。

SX-View予約のみで5000円は高い。

平成 7年 1月に予約 1日あたり 500円に

改定しました。

【ACOSの負担金】

cosのTSSと計算能力が速度に比べ高い。
／／パソコンの能力が上がりACOSと比べて

も10倍くらいの差しかない。 //ACOS同等の機

能が研究室wsで得られる。 //N1のみの利用で
あるのに高すぎる。

汎用機の使い勝手の悪さや、コストパフ

ォーマンスの悪さを指摘する声が多数あ

ります。世の中の技術動向もそれを反映して

これまでのような巨大な汎用機ではなく、

wsと同程度のコストパフォーマンスを持つ
ものに代わりつつあります。これまでの汎用

機の利用をまとめてみますと「 (1)BIOSISを

始めとする様々な学術データベース、 (2) 利

用者のプログラムによる科学技術計算、 (3)

Nlのゲートウェイ、 (4) スーパーコンピュ

ータのフロントエンド、 (5) センターの負担

金、利用者管理、自動運転管理」これらの利

用は、それぞれパソコンやwsに代わりつつ
あるのが現状です。 「(1)いまや CDROMが

主流となり、パソコンやwsでサービスされ
ています。 (2)同時に研究者が作る DBも

ws上に作って WWWなどで Internetに公開
する方がよりたくさんの人に見てもらえます。

(3)コストパフォーマンスでは、 ws、PCが圧
倒的に良いです。 (4)学情の図書館サービス

もInternet経由に移行しつつあり、 Nlの役割

はそろそろ終わったと考えられています。

(5)大計センター群も今やインターネット経

由でアクセスできます。 (6)スーパーコンピ

ュータも UNIXになり、 wsや PCからの方が
使い勝手が良くなっていきます。」残った問

題は実は、センターの運用にかかわるところ

大阪大学大型計算機センターニュース -87 -

で、汎用機に依存する部分は多いのです。次

回の汎用機更新に向けて、以上のような課題

を検討していきます。

【wsの負担金】
wsまで利用料金を取るのは時代の流れに
逆らっています。 wsを購入することもで

きず、センターも利用できない講座がありま

す。 //ONYXも長時間割引を。 1Gbyteは魅力的

であるが、課金が高すぎる。 //WSの接続料
(1分1円）は、一律または無料でもよいので

は。 //WSの利用料金が異常に高い。／／アメリ
カでは非常に安く只同然と聞いております。

EWSは1円／分に。

見直しをすすめています。

【とにかく高過ぎる】

バッチ投入料金が高すぎる。 N-1からはS

X-3の基本形ジョブが利用できない。 そ

のために料金が高くなってしまう。 ／／ファ

イル負担金。／／巨大な計算だとお金がかかり

すぎ実行できない。／／数秒から数分の利用負

担金が高い。／／利用負担金が制限になってい

る。できるだけ安くしてほしい。／／利用料金

が高い。／／研究する上でまだまだCPUTIMEが

不足しているのでSX-3を使わせてというのが

本音です。とにかく CPUに対する課金が高す

ぎる。／／現在の1/100ぐらいにしてほしい。／

／大型計算機センターの「相場」である「1円

／秒のオーダー」は、多少とも大規模計算を

行なおうとする者（特に科学研究費が得られ

なかった若手 and/orプロジェクト研究から
遠い研究者）にとっては高額すぎます。また、

価格性能比の向上が著しいwsとの比較におい
ても、今の大型センターの負担金は、魅力的

とは言えません。思い切った引き下げ (1/10

程度以下に）を期待します。／／短時間プロ

セスのジョブについてももう少し値下げ（割

り引き）して欲しい。／／負担金はゼロにし、

国の予算でまかなって欲しい。

負担金体系を検討いたします。

【BIOSISの負担金】

BIOSIS負担金が高い。 //BIOSISを無料に。

//BIOSIS出力負担額が高い。 //1件10円

Vol. 25 No. 2 1995-9 



程度。

利用者から頂いている収入分については、

出力料金 1件30円と ACOSを利用する

負担金です。 BIOSIS社への支出分は出力料

金 1件約 35円、接続時間 3.6秒あたり約 4

円、固定費年約 190万円となっており、これ

から考えると決して高くありません。負担金

設定時のポリシーは「利用者に BIOSIS社に

払っているお金の半額を負担していただく」

でした。ただ、個人で CDROMなどで提供さ

れるデータベースを買う場合を考えると非常

に高くなっています。

【他センター•他研究所と比較して】

他センターに比較して高すぎると思われ

る。／／大規模になればなるほど、京大等

にくらべ割高感があるともっぱらの噂である。

／／京大、九大と同じ処理をしているにも関わ

らず驚くほど高かった。／／東北と比べて300

倍ぐらい高い。／／流体研に比べて30倍程度高

い。／／大規模になればなるほど、京大等にく

らべ割高感があるともっぱらの噂である。／／

sxが東北に比べて高い。
メーカー公称の計算機の能力と、各大型

計算機センターで設定されている負担金

体系から比較しますと、指摘されています

300倍にはならないのではないかと思います。

ただ、各センターの最新の計算機の導入時期

や、負担金の改定時期によっては割高になる

ことがあると考えられます。他センターと比

較して、高すぎるとのご指摘ですが、センタ

ーでも一度利用者の方のプログラムを実行し

て、比較検討してみたいと思います。他セン

ターで利用された時の負担額経費と、そのと

きのプログラムをお持ちであれば、センター

でテストさせていただけませんか（連絡先

06-879-8810)。幾つかの国立研究所は運営

経費を文部省から得ることができ、それで安

く計算機を提供できます。大型計算機センタ

一群は、当初から十分な運営経費を頂くこと

ができず、利用者の負担金によって、不足分

を賄っています。文部省には、運営経費の増

額を要求しています。

【その他】

課金に対応できる予算は校費（文部省）の

みと聞いております。厚生省の研究費、

大阪大学大型計算機センターニュース -88-

あるいは委任経理金などが使えると有り難い。

いいえ、そのようなことはありません。

国立学校校費、私立学校経費、科研費、

他省庁の研究費、委任経理金など使用可能で

す。

利用申請時にあらかじめ利用額を示さな

いといけないので、学生がセンターのア

カウントをもらうには必然的に研究室の長の

判断・許可が必要になる（と理解している）。

利用範囲を制限した学生独自のアカウントを

用意してもらえたら、いろいろ試用してみる

ことが出来るのにと思うのですが。／／大阪大

学以外の外部の大学院生が利用するときの負

担金を軽くすることを希望。

センター運営経費の一部を利用負担金

としていただいていますので、所属大学、

身分などの違いにより、負担金体系を変更す

ることは、負担金はできるだけ公平に頂くと

いう主旨から外れ、難しいと考えられます。

(8)運用に関して

【大型計算機センターについて】

大型計算機センターは最先端の設備とソ

フトウェアを維持し続けてほしい。／／セ

ンターの役割は高速大容量の計算支援とネッ

トワークに移っていくことが予想されるが共

同利用の精神はいつまでも残していただきた

い。／／スーパーコンピュータのように小規模

大学では到底設置できない計算資源をよりや

すい負担金で提供してほしい。／／センターは

全国に限られた数しか設置できないハードウ

ェア、ソフトウェアの維持につとめるべきで

ある。 UNIX-WSなどはもともと大型センター

の役割ではなく、学内センター程度のものの

はずである。大阪大学のスーパーコンピュー

タは早くからUNIXになっているが、これは個

別パーミッション等の基本機能が欠落してい

る上、コマンド名が分かりにくく、実に悪い

システムである。 「どこもUNIXだから」式の

決定はやめるべきである。同時に大型センタ

ーは利用者から見れば管理の手間がないとい

う利点が大きい。この点をもっとアピールす

べきである。さらに他センターと連携の上、

有償ソフトウェア等は極力重複を避け、全国

共同利用という役割を果たすべきである。極
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端にいえば他センターにあるソフトウェアは

不要である。

ご指摘ありがとうございます。精神は忘

れないようにいたしますo UNIXにはご

不満な点も多いと思いますが、使いやすいと

おっしゃられる方もおられます。しかし、

wsを導入されている研究室からは「管理が
大変だ」という話を最近お聞きするようにな

りました。ソフトウェアの重複についてはご

指摘の通りだと思いますが、各センターで計

算機の使用方法が異なるため、高額なアプリ

ケーションを除いて、ふだん利用されている

センターで、使用できるのが使いやすいので

はないでしょうか。

ハードウェアだけでなく、大学や研究所

で使われるべき代表的なアプリケーショ

ン・ソフトウェアは、備えておく必要がある

と思います。しかも、そのアプリケーション

・ソフトウェアは、ユーザ・フレンドリーなイ

ンターフェイスを有するものである必要があ

ります。そのためには、概算要求の段階から、

アプリケーション・ソフトウェアを視野に置

いておかなければならないでしょう。

ご指摘の通りだと思います。使いやすい

アプリケーションを導入したいと考えて

います。

ACOSで維持されてきたSTATPACのような
メーカ系独自のソフトウェアは汎用以外

ではアメリカ製のSPSS等への強制的移行が行

われると考える。これは汎用機以外への移行

の動機がソフトウェア開発費の軽減であるこ

とから当然である。

これからもメーカ提供のアプリケーショ

ンはサービスしていきますが、同じこと

ができるのであれば「使いやすさ、機能の豊

富さ、ご指摘の移行性」などから SPSS、

Mathematica、IMSLなどの独立系メーカのア
プリケーション／ライブラリが勧められるの

ではないかと思います。独立系メーカのアプ

リケーション／ライブラリは、いろいろな機

種で利用できるように考えられているようで

す。

ネットワークが発達したので地元のセン

ターを無条件に利用する時代は終わりま

大阪大学大型計算機センターニュース - 89-

した。その意味で、大型計算機センターは正

しい「市場経済」の時代になったと考えます。

負担金・システムの能カ・混雑度•利用者サー

ビスなど、大胆に競いあってほしいと思いま

す。

負担金については少しでも安くしたいと

考えておりますが、計算機の運営経費の

問題もあり、余り低くすることはできません。

ただし、少なくともシステム更新時には見直

したいと考えています。

貴センターに限らず、大型計算機の役割

も終わったのではないか。とにかく使い

にくくて駄目。 wsなど大型分散系にすべき。
大型計算機が ACOSを意味されているの

か分かりませんが、まだまだスーパーコ

ンピュータを含めた大型計算機の役割は終わ

っていないように思います。 SX-3にはws
と同じ UNIXが採用されていますが、利用者

の中にはUNIXでも使いにくいという方もお

られます。使いにくい点は少しずつでも改善

してゆきたいと考えています。

運用において学外のユーザを考慮してい

ない場合が多い。例えばファイル転送ユ

ーティリティにおいて学外(KAKIN I 0-G)が入

カできない等。また他大学（京都、名古屋）の

センターライブラリを整備してほしい。

ネットワークでの利用が一般的になりつ

つあり、学外というよりもセンター外か

ら自由に利用いただけるように、と考えてお

ります。ファイル転送においても課金IDは

入力できるはずですが。不具合な点がありま

したらお知らせください。ライブラリについ

ては、 ACOSは京大、名大大型計算機センタ

ーとは全く互換性がなく、精度も異なります

ので移植は難しい状況にあります。 sxー3に
ついてはACOSよりは難しくないかもしれま

せんが、本センターには世界的によく利用さ

れているIMSLライブラリを導入しています。

IMSLライブラリを利用いただくことで問題

は解決できないでしょうか。

【ジョブクラスと制限値について】

PUやファイル使用に関する制限を緩和

すべきである。 //SX-3の会話型で500MB
が利用できるように。 //SX-3のUクラス1分20
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0MB。//Uクラス5時間40MB。//Uクラス5分200

MB。//Vクラス30分200MB。//Vクラス10分700

MB。//Vクラス15分200MB。//Wクラス2時間70
0MB。//Wクラス5時間700MB。/IXクラス5時間
700MB。/IXクラス10時間1500MB。//Yクラス4
0時間900MB。//SX-3のメモリを小さく (200MB)

CPUを長く (10時間）、メモリを大きく (1GB) CP 

Uを短く (1時間）。 //SX-3のメモリが少なくて

長時間。 //SX-3でメモリが大きくて短時間の

ジョブが利用できるように。

現在のSX-3のジョブクラスの制限値は、

CPU時間が大きくなるほどメモリも大

きく利用できるように考えられています。

「メモリの大きなジョブのデバッグを行う」、

「メモリは大きいが CPU時間は少なくてよ

い」というクラスが設定されていません。ジ

ョブクラスの制限値を再検討いたします。会

話型でも、もう少し大きなメモリが利用でき

ないか検討いたします。なお、 CPU時間を

5時間以上利用されたい場合は「特殊ジョプ

クラス利用届」を共同利用掛、あるいは電子

メールでシステム管理掛 (system@center.

osaka-u.ac.jp)に必要情報を送っていただけ

れば可能となっています。

SX-3を対話型で使用したとき、ジョブ毎

に自分で制限を付けるようにしたい。

対話型で余りメモリの大きなジョブを実

行すると SX-3の運用効率が悪くなり、

ほかの利用者のターンアラウンドタイムある

いはレスポンスタイムにも悪影響を与えます。

会話型でも、もう少し大きなメモリあるいは

CPU時間が利用できないか再検討いたしま

すので、その範囲内でご利用ください。

SX-3で5分以下、500MB優先実行クラスが

あれば開発時に便利である。

ジョブクラスの制限値を再検討いたしま

すが、特定のクラスを優先するというの

は難しいのではないかと考えます。

SX-3の緊急度によるクラス分けをしてほ

しい。

利用者の方の「どのようなジョブが緊急

度が高いのか」の判断が難しいですので、

緊急度によるクラス分けは難しいと考えます。

大阪大学大型計算機センターニュース - 90-

ACOSのEクラスで3分64MBを利用できるよ

うに。

ACOSは繁忙期においてもターンアラウ

ンドは悪くありませんので、 Bクラスを

ご利用ください。

(9)計算機のサービス時間・開館時間に関

して

【サービス時間について】

SX-3ならびにACOSのオンラインサービス

は基本的に24時間運用すべき。

閑散期では平日午後 10時までサービス

を行っておりますが、比較的利用が少な

いので午後 10時で終了しています。ただし、

バッチジョブが残っていればジョブがなくな

るまではサービスしています。センターでも

通年 24時間運用したいとは考えますが、運

営経費の問題もあり、閑散期の 24時間運用

は難しい状況です。閑散期でも利用が増えて

くれば 24時間運用が考えられます。繁忙期

には 24時間運用を行っています。

水曜日の午前中もsx母ならびにACOSを運
転すべきである。

計算機のハードウェア保守が月 2回、計

算機の附帯設備の点検が月 1回、利用者

ファイルのバックアップが月 2回必要です。

これらの作業を水曜日の午前中に行っていま

すので、午前中からサービスを開始すること

はできません。ご了承ください。

毎日午前8時30分から、SX-3ならびにACOS

を使えるようにしてほしい。

午前8時半から 9時半までは計算機の電

源投入、計算機のたち上げ、利用者ファ

イルのバックアップを行っていますので、 8

時半からサービスを開始することはできませ

ん。作業が終わり次第サービスを開始してお

ります。

土・日・祭日もSX-3ならびにACOSの終日自

動運転を行ってほしい。

閑散期の土曜日は午後 5時、繁忙期の土

曜日は午後 7時までオンラインサービス

を行い、バッチジョブが残っていれば、翌朝

8時までオンラインサービスをしています。

Vol. 25 No. 2 1995-9 



日曜日でも処理するジョブがあれば、その後

も運用しております。閑散期の土・日・祭日

の終日運転は利用状況から見て無理だと思わ

れます。

【開館時間について】

センターの開館時間を午後11時まで延長

してほしい。 24時間開館してほしい。土
• 日も開館してほしい。
閑散期午後 8時、繁忙期午後 10時まで

開館しています。午後 9時をすぎると利

用者は非常に少ない状態です。開館時間の延

長、 24時間開館は運営経費、利用率の面から

みて無理です。

図書室の閉館が多すぎる。／／図書資料室

の閲覧時間は短すぎる。

大型計算機センターの職員（事務補佐員）

の勤務時間に合わせ、閲覧時間を設定し

ています。御了承のほどお願いいたします。

(10)広報に関して

【広報の方法について】

初心者に対するニュース及び情報を流し

てほしい。／／大学院進学時に簡単な案内

パンフレットを配るとか、各研究室に手引を

配付するとかしてほしい。／／大型センターに

関する情報を図書館に掲示してほしい。

広報活動として、センターニュース、速

報及び各種の手引等を発行しています。

これらは利用者を対象に配布していますが、

その他の方にもお配りしますので、共同利用

掛へご連絡ください。また、特に知っていた

だきたい情報は、ポスターの掲示等の方法で

もお知らせいたします。

何ができて、どう使えばいいのか。また、

何をやってるのかが、私のような素人に

はわかりにくい。もう少し、わかりやすい開

かれたセンターにしてほしい。／／アプリケー

ションの存在や手引の入手法を知らせてほし

い。／／センターの行っているサービスの内容

や使えるアプリケーションの詳細を、もっと

大々的に広報すべきだと思います。どのよう

な事をやっているのかを広く告知してほしい

（機関誌の発行など）。サービス面での透明な

大阪大学大型計算機センターニュース -91-

運営を求めます。

広報不足は痛感しております。現在は印

刷物でセンターの情報を提供しています

が、将来は皆様にもっと知っていただけるよ

う、いろいろな方法（電子ニュース、 WWW

等の方法）で提供できるよう検討しています。

不明な点は遠慮なく共同利用掛へお問い合わ

せください。

せっかく ODINSが整備されたので利用し

てみようと思っても、実際に利用できる

ようになるまでに非常な困難を伴っている5

コンピュータのことがわかる人しか利用でき

ないような状況になっているので、初心者も

気軽に使えるようにマニュアルを整備するな

どしてもらえたらありがたい。

新しい「利用の手引」を作成いたします。

速報・手引等こちらには届かないようだ。

II個人宛に資料を送ってほしい。／／遠隔
地からの入手方法を知らない。／／京大からの

入手方法が分からない。／／手引を手に入れる

のが大変。出力が面倒。オンラインでサービ

スがあれば読むことが簡単になる。 E-maiI、

学内便で入手したい。

共同利用掛にご連絡いただければ、必要

な手引をそろえて郵送いたします。オン

ライン化についても手引作成時に検討いたし

ます。

【手引について】

初心者向きパンフレットが必要。／／手引

はあるが初心者向きではない。手引を分

かりやすく。／／説明書に専門用語が多すぎる。

／／手引が古すぎる。 II「TSS利用のしおり」、
「TSSの手引き」、「電子掲示板システムの使

い方」の入手方法は？

共同利用掛にお問い合わせください。た

だ、現在の手引は古くなっていますので、

センター内部で見直しを進めているところで

す。要望のあった内容の件も含めて、今後、

作成いたします。

手引は市販のものとは別に、実際にセン

ターのマシンで動作確認したものを整備

してほしい。

ご指摘の点にも注意して作成いたします。
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地方におりますので、例えば、 telnetで

の入り方など手引的な内容を外部から簡

単に参照できると助かります。遺伝研などで

は、紙媒体やディスケットで配布可能なマニ

ュアルや入門編文書などの申し込み用紙が毎

号のニュースにつくので、ファックスや電子

メールで分与依頼が出来て大変助かっており

ます。

オンラインで手引を新しく作成し、 ftp

等で転送できるように検討いたします。

遠隔地にいるとセンターの情報も充分に

伝わってこず、知らないうちに整備され

た機能がたくさんあるようです。センター利

用の全般をカバーした基本的な「利用の手引

き」については、常に最新のものにして、年

一度は利用者に自動配布していただけないで

しょうか。／／各研究室に1部くらいの割合で

「利用の手引」のような参考文献がほしい。

新しい「利用の手引」を作成いたします。

SX-3の手引がない。 //SX-3をwsからnqs
で利用する方法がわかりにくい。

「スーパーコンピュータ利用の手引」と

して 2種類用意しています。 (1)基本編

1.JCLオプション正誤表／簡易形編正誤表

/NQS編 (2)新sx運用編 /FORTRAN77編
1.JCLオプション編／簡易形編です。 SX-3利

用者講習会も開催しています。わかりにくい

点がありましたら、プログラム相談にお問い

合わせください。

ACOSの手引がない。

cos関係では、「 TSSのしおり」「 TSS
の手引 1」がありますが、古くなってい

ますので、新しく作成いたします。

ws、UNIX、XWindow関係の手引がない。 ON
YXやIRIS関係の利用案内が手薄。 Web、Mo

saic、UNIX、Windowsなどがよく分からない。

S用の「利用の手引」を作成いたしま

す。

ODINS経由での利用について、分かりや

すい広報がなされるものと期待致してお
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ります。／／阪大とのネットワーク接続の設定

・管理の手引を提供してほしい。

手引を作成いたします。

遠隔地から出張利用したとき、X端末の使

い方が分からなかった。 X端末の説明

をおいてほしい。

設置いたします。

BIOSISの最新の利用法の手引がほしい。

作成いたします。

研究室のMACを端末としたネットワーク

境の構築、運用、アプリケーションの

利用の仕方の利用の手引。 一

p.center.osaka-u.ac.jpに、 MAC関係の

フリーソフトウェアがあります。環境設

定に関しては、ネットワーク管理者と相談の

上、上記のホスト名、 IPアドレスを取得する

ことが必要となります。その上で、 MACの

マシンの設定を行います。 (l)MACにイーサ

ボードを設定する。 (2)MACTCPのインスト

ールと設定を行う。 (3)NCSA Telnetのイン

ストールと設定を行う。これにより、 MAC

のネットワーク環境が整備されます。部局が

もし、ネームサーバー、メールサーバー、ニ

ュースサーバー、 WWWサーバーを立ち上げ

ているのであれば、メールサーバーにあなた

の利用者登録を行ってもらうことをお勧めし

ます。この登録により、あなたはインターネ

ットの一員となることができます。もし、サ

ーバーが全く立ち上がっていないのであれば、

大型計算機センターに計算機利用申請を行う

ことで、大型計算機センターのメールアドレ

ス、利用者登録が完了し、 MACのマシン上

でメール、ニュース、 WWWを見ることが

可能となります。

留学生用の英文手引書が必要

英文のマニュアルが図書資料室に設置さ

れています。英語での相談については、

電子メールで x60616a@center.osaka-u.ac.jp
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あてご相談ください。

【センターニュースについて】

理解できない記事が多い、文化系にも読

める記事を。

専門用語を使った記事のため、計算機に

関する知識が少ない方には理解しづらい

記事が多いようですが、注釈とか、補足説明

を加え、分かりやすい記事を心がけたいと思

います。

計算機が得意でないので、高級な計算で

なくても、こんなこともできる、あんな

こともできるなどという例をニュースなどで

載せていただけるとありがたい。 //W鼎サー
バーの立ち上げ方などの紹介を希望します。

御要望に沿うような記事も検討していき

たいと考えております。

【速報について】

速報が連絡所経由で来るので2-3週間入
手が遅れる。タコ足大学なので直接送っ

てほしい。ダメならキャンパス毎に連絡所を

つくってほしい。

広報誌の配布は連絡所を経由して行って

います。ご了承ください。

機種更新時の情報が判らなくて困ったこ

とがある。／／情報が入ってこない。

lj用者の方には、センターニュース、速

艮で随時お知らせしています。不明な点

は共同利用掛へお問い合わせください。

【オンラインヘルプ・W鼎でのサービスについ

て】

センターニュースや速報の一部をファイ

ル化してバックナンバーを検索できると

便利。また、ODINSができたのでネットワーク

経由のユーザにとっては特に速報をネットワ

ークニュースとして読めると便利です。 //Mo
saicを使用して利用できるソフトウェア一覧、

利用方法の検索ができれば。

将来は電子メール、 WWW等の方法で

提供できるよう検討しています。

センターの出版物のどこかには、我々が

必要とする記事は書かれているとは思い
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ますが、できればもう少し検索しやすいヘル

プファイルでも作っていただければと思いま

す。

手引を作成するときに考慮いたします。

UNIXは機種・OSのバージョン・シェルによ

り、かなり使い方が違うので、何を使っ

ているのかの一覧をオンラインで用意してほ

しい。

UNIXの種類は「初めて計算機センター

を使用するために」の講習会資料があり

ますので御覧ください。また、センターニュ

ース Vol.25,No.l,1995-5第 96号にも「初め

てセンターを利用していただくために」を掲

載しています。

輝を有効利用したサービスをこれから

増加させてほしい。初心者の多い我々生

物関係者でもモザイクなら容易にアクセスで

きます。／／大型計算機センターの概要などを

インターネットその他の手段でアピールして

ほしい。

大阪大学大型計算機センターのホームペ

ージ (http://www.osaka-u.ac.jp/centerl)を

ご覧ください。内容については今後充実させ

ていく予定です。

バージョンアップしたときに、手引、変

更点などがニュースで手に入るように。

／／メーリングリスト、ネットワークニュース

などオンラインを通じてのサービスに関する

告知を定期的に行ってほしい。／／定期的に化

学系にもセンター関係のニュースを配信して

ほしい。

ニュース等にも連携するように検討いた

します。

(11)講習会に関して

講習会の日程や内容の掲示をもっと宣伝

してほしい。／／講習会の予定を速く速報

に載せてほしい。

利用者に配布する速報及び学部・学科で

掲示するポスターでお知らせしています。

速報への掲載については早く掲載するように

いたします。
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講習会を頻繁に開いて下さい。講習会も

月1回ペースで開いてほしい。 II年にー・
二度でよいから土曜日に開催して欲しい。

本センターでは春と秋の 2回、講習会を

開催しています。講習会に対する要望を

同利用掛へご連絡ください。検討いたしま

す。

アプリケーション・ソフトウェアやナー

タベースの利用法、インターネット経由

の使い方、通信ソフトウェアETG、htermの講

習会を開催してほしい。特に、頻繁に大型計

算を利用しない研究者にも分かるような内容

でお願いします。／／計算機、特にアルゴリズ

ムや数値計算の講習会があればよい。／／初心

者のための「入門講座、大計センター有効利

用講座、ODINS入門講座、ネットワークのABC」。

講習会の内容については検討いたします。

春と秋にセンターを利用する上での初心

者向け講習会を開催していますので、ご利用

くださし‘。

遠隔地講習会を開催していただければ。

京大大型計算機センターでは、このよう

な講習会を実際に行っています。本セン

ターでも検討したいと考えています。

パソコンからの接続方法や直接センター

とは関係しない事項でもコンピュータに

ついてのセミナー等を開催してほしい。

パソコンの接続方法については講習会を

開催しています。どのようなセミナーを

希望されているのか電子メールで admin@

center.osaka-u.ac.jpへお知らせくださし‘。

(12)豊中データステーションに関して

4年前に京都からこっちに移った時、 “ 

豊中”での講習会の少なさと希望した対

応が得られなくつて暫く京都大計センターを

使っていました。 “豊中DS"、もうちょっと

どうにかなりませんか。／／豊中のwsはあるだ
けで使いものにならない。整備されていない。

／／豊中キャンパスにも種々の問題に即対応で

きる体制がほしい。例えばページプリンタの

使い方がすぐに教えていただけるとかいった
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基本的なところから。／／豊中・研究室からも、

”吹田・センター”にいるのと同程度使えるよ

うにしてほしい。／／大型のプリンタがない。

ターミナルが少ない。／／シリコングラフィッ

クスのwsが設置されていない。 //AVSのよう
なソフトウェアがネットワークを通じて使え

ること。特に、”豊中＂にいる者としては、

センタ一本館(SV室）に行かなくても同程度の

利用が出来ると嬉しい。

講習会ですが「初めて計算機センターを

利用するために」と「 TSS入門」を毎年

春に開催しています。設置しています機器の

使い方については、手引を作成し、すぐにお

答えできるようにします。豊中の設備の充実

・画像処理については、 ONYXのような高額

機器については設置が難しく、苦慮していま

す。ターミナルの数については、利用状況か

ら見て少ないとは思われません。種類につい

ては、吹田地区と同じ程度ですQ 大型のプリ

ンタの件については、高速高精細のプリンタ

と解釈し、次期更新時に考えたいと思います。

吹田キャンパスにあるので通いにくいの

で利用できません。

ネットワーク経由で SX-3、ACOS、ws
が利用できますので、．特殊な装置を使用

される以外は、センターに通っていただく必

要はありません。吹田地区の方でもセンター

に来られることは非常に少なくなってきてい

ます。

(13)その他に関して

EISPACKやLINPACKなどのソースが見られ

るとよい。

ソースを見ることができるか調査します。

センターライブラリの一部にはソースを

公表しているものがありますが、参考になり

ませんか。 SX-3上の IMSLライブラリもソ

ース (/usr/local/lib/imsl)を公開しています。

特に実験系の学科において、ネットワー

クの啓蒙が進んでおらず、導入も思うよ

うにはかどらないので、ネットワークの活用

状況の見学会のようなものを是非企画してい

ただきたい。
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見学会は難しいと思いますが、活用され

ている事例をセンターニュースなどで紹

介できればと考えています。

何度かe-maiIを送らせていただきました

がレスポンスがなかったのはとても悲し

かった。

電子メールで頂いた質問にも必ず回答す

るようにしていますが、回答が淵れたよ

うです。おわびいたします。

MAC、WINDOWS、NEXT上のアプリケーション

でサイトライセンスの取れるもの。／／ソ

フトウェアのサイトライセンス取得と配布。

／／大計が核になってMathematicaのサイトラ

イセンスを取得するようなサービス

大型計算機センターは全国共同利用の組

織であり、大阪大学内に限ったサービス

を考えるのは難しいと思われます。

学外利用者のメールアドレスを名前で使

うことはできませんか。

ネットワーク掛で検討を開始しています。

同姓同名の方はどうするか、現在の移行

方法はとか、かなりの課題を解決しないとい

けません。もうしばらくかかります。

マックで繋いでおりますが、Mosaicでア

ンケートに答えようとしましたが、文字

ばけしてできませんでした。 Homeページにあ

るような日本語が読めるような対応をお願い

します。

MAC側の設定で文字化けするのだと判

断いたします。 システム管理掛

(06-879-8813)にお問い合わせください。

大学間ネットワークが廃止されても天文

台の汎用機が使えれば問題はない。

天文台の汎用機がインターネットに接続

されていれば、本センター経由で利用可

能です。

今行っている計算は、長い時間を必要と

するのでセンターでは不向きであると思

うので自分の研究室で行っている。

負担金が必要ですが、長時間利用してい

ただくのは大歓迎です。 SX-3をご利用
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いただければ、研究室の計算機より速く計算

できると思います。

情報処理装置資源の提供というよりは、

情報の集積、発信基地としての役割が大

きくなることを期待します。／／不特定多数の

ライトユーザのための情報発信基地の役割が

より重要になってくるのではないか。

計算機資源の提供と共に、情報の提供に

も力を入れたいと考えています。

計算機に全く素人の我々のようなユーザ

が増加すると思います。そのような初心

者を対象にしたシステム・ノウハウとも、未

だ不十分のように感じられます。

、初心者の方を対象とした内容の

習会を開催しております。作成する手引

についても初心者の方にも理解していただけ

るように考えます。また、マニュアル等の配

布、プログラム相談制度により、利用者の方

を支援しています。

私は基本的に大型計算機センターのサー

ビスは使うことはないので、特に何も意

見はありません。逆にftp.center.osaka-u.a 

C. jpが「利用申請した人間」に対するサービ

スだということを初めて知りましたので、そ

の意味では私は不正に大型計算機センターを

利用する人間なので・・・・

p.center.osaka-u.ac.jpは anonymousの

サービスをしておりますが、 anonymous

は文字通り、どなたでも自由に利用できるサ

ービスであり、大型計算機センターに利用申

請する必要はありません。このアンケートで

は、 FTPサービスを利用いただいているかど

うか、お聞きしているだけです。

大型計算機センターは、建物が異様にで

かく威圧されて入りにくい。／／大型計算

機センターというと、何かややこしいイメー

ジがあります。

一度入っていただけると威圧感はなくな

ると思います。センター外からも公衆回

線やネットワークを経由して、本センターの

計算機等をご利用いただけます。ご利用いた

だきますと、ややこしいイメージはなくなる

と思います。
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計算機センターの敷居が高いと思います。

長時間利用すると嫌がられるという話を

聞く機会が多い。

「敷居が高い」とおっしゃられる点がよ

く分かりません。具体的にお聞かせくだ

さい。 「長時間利用がいやがられると言う話

を聞く機会が多い」とおっしゃられますが、

センターでは決してそのようなことはありま

せん。長時間でも、短時間でも、ご利用いた

だきたいと考えています。また、申請すれば

計算機を利用しなくても負担金が徴収される、

と考えておられる方がいらっしゃいますが、

負担金は定額制の項目 (POP,NNTP,カートリ

ッジテープの利用）を除いて、計算機を利用

されたときにだけ必要となるものです。申請

しただけで計算機をご利用になられなかった

場合、負担金は必要ありません。

このアンケートに回答するためにMosaic

を使ったが、計算機センターのホームペ

ージにアンケートの箇所が見つからなかった。

アンケートは、用紙での回収だけを考え

ましたが、配布間近になって「電子メー

ルや WWWブラウザでも回答できれば利用

者の方も便利であろう」と考え、急きょ組み

込もうとしましたが、 WWWサーバーでの

サービスが少し遅れました。申し訳ありませ

んでした。

メールでのアンケートですが、 (1)回答

の方法が良く分からない。 (2)インター

ネットでのメールは通常1行半角 80字以内に

するのが普通ではないでしょうか。という点

でまごつきました。

電子メールでのアンケートについては、

アンケート用紙の様式をそのまま流した

ため、ほかの回答者の方からも「 1行半角で

80字以内というメールのマナーに反してい

る」「回答の仕方が分からない」などのご注意

を頂きました。次回、メールで行う場合には

注意いたします。

アンケートの集計がコンピュータで行わ

れsed、awkなどで選別統計をとるとする

ならば、計算機ベースのデータの方が良いと

思いe-maiIとしました。ですが、この電子メ

ールできたアンケートをみるかぎり、電子媒
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体による統計はとらないようですね。フォー

マットをきちんとして、送られてくればsed、

awkきりはりも楽だと思いますが。

計については、用紙・メール・ACOSか

らの回答とも、機械的に処理しようと考

えましたが、用紙の OCR入力の機械化しか

できませんでした。もちろん、集計にはすべ

て含んでおります。メール等でのアンケート

の集計方法については、今後実現したいと考

えています。

これからは、インターネットの時代だと

思います。それに対応したシステムを考

えることが重要ではないでしょうか。出張先

からいつでも IP接続が可能な状態にしていた

だけたら、大変助かります。先日、大阪の学

会でW鼎のデモをやりました。その時、そば

に大阪大学のラジオアイソトープ総合センタ

ーの先生がみえたので、早速、阪大のW鼎を

呼び出したところ、ラジオアイソトープ総合

センターの名前がないので、せっかくのデモ

が台無しでした。

センターの計算機は、すべてインターネ

ットから接続できます。各研究室等の

WWWサーバーの構築並びにデータの提供は、

基本的には各研究室・センターの問題ではな

いかと考えます。

研究部門に属している優秀な人達に、

般ユーザのサポート、共同利用の人の指

導をお願いするなど電話にでたりする人の技

術力の向上。テレビ会議だ大学祭でのデモだ

とか浮かれているのではなくしっかり地に足

を付けて近くにいる人から技術力＆マナーの

向上につとめるべき。大学祭に関していえば、

デモ後も使っていた機械に問い合わせがある

状態にしばらくほっておかれていた。これも

マナーの問題であると思う。

研究開発部の教官も、センターの運用並

びに利用者からの問い合わせに対応して

おります。技術力については、ふだんから向

上していかなければならないと考えています。

問い合わせの対応が悪かった点はおわびいた

します。今後注意いたします。

センターニュースに掲載された記事に、F

AX配信のことがありましたが、あのサー
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ビスは実行されないのでしょうか。

FAXサービスについては速報 No.237

(95'1発行）でお知らせしましたように、

既にサービスを行っています。どうぞご利用

ください。ただし、負担金が必要です。

wsが大型なみの能力を持つようになって
きたので、学内外の通信網を管理・制御

する中心的な役割を行っていくべきである。

大型計算機の運用管理と共に、ネットワ

ーク管理も重要であると考えています。

ニュースグループに「大計に関する意見」

のカテゴリをつくってください。

ニュースグループを分割して、より分か

りやすい内容にすることを現在、検討し

ています。

もっと自由に使えるニュースサーバー。

//anonymous ftpのより一層の充実を希

望します。 //ftp.center.osaka-u.ac.jp(FCO) 

から主にMac関係のアプリケーションなどを

取ってきていますが、阪大にはなくても他の

大学などのftpサーバーにはあるというのが

多いような気がします。 FCOはミラーサーバ

ーであるとwww.osaka-uに書いていましたが、

どうなっているのでしょうか。 //MS-DOSユー

ザですが、 ftp.centerのフリーウェア数が充

分でなく、また、目的のものがあってもバー

ジョンが古いので少々不満です。 //anonymou

s ftpのソフトウェアを充実させて（特に、SOL

ALISとOSFとOS9)。
p.centerは利用できる資源が少ない中、

忙しい方々がボランティアで努力されて

いるものであります。

各研究室のwsのトラブルも気軽に相談で
きる存在になってください。／／学内で設

置される計算機の技術的相談に。／／大学中に

散らばっているwsの管理をしてくれる。／／研
究室に対する教育。

各研究室の問題であると考えられますが、

質問がありましたら、すべてにお答えで

きるかどうか分かりませんが、 questions@

center.osaka-u.ac.jpにメールでお問い合わせ

くださいa UNIXの講習会も開催しています。

大阪大学大型計算機センターニュース - 97 -

DINSのターミナルセレクタをPPP対応に

してほしい。 //ODINSの利用可能なサー

バーについての情報がほしい。 //ODINSの使

用法、変更点の情報をもっと詳しく流してほ

しい。 //ODINS接続について、TCP/IPの具体

的な説明、ネットワーク使用上のマナーの資

米斗力ゞ ほしい。

ODINS整備本部に報告しておきます。

TCP/IPについては、本センターでの手

引としては発行していませんが、要望にそっ

て発行するよう検討しています。

9』ネットワークによる分散処理が中心とな
ることで、使用時間や課金についての問

題点を解消できたメリットがあるが、ネット

ワークの管理運営については全学的な立場で

指導助言する役割が望まれる。スーパーコン

ピュータヘ特化するのも大型計算機センター

の生き残る道かも知れないが、それだけでは

使用者が限定されるばかりであり、大学全体

のバックアップを仰ぐ段階で問題が生じる。

全体の構成員から、あまねく支持されるよう

な運営を心がけることが必要である。

ODINSの運用に関しては、 ODINS整備

本部事務室で考えられています。大型計

算機センターの運用については「運営委員会」、

「運用室会誤」などで議論していただいてお

ります。また、利用者の方からも運用に関し

ては、電子メール admin@center.osaka-u.

ac.jpで意見・御要望を受け付けています。

大学の図書のデータベース。 //W鼎を使
った生協での購入サービス、図書館の文

献検索。／／論文などの文献の検索サービスが

あれば使いたい。図書館でやっているような

サービスが研究室の端末から使えたら便利だ

と思う。大学の図書館、各研究室などにある

本を全て登録して、目的の本がどこにあるの

か検索できるシステムは出来ないでしょうか。

本の検索、及び生協への注文サービスっての

はどうでしょうか。

図書館、生協の問題ではないかと考えま

す。
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大型計算機センター利用に関するアンケート調査について
（お願い）

大洒大学大型it頁椒センターは全国のOO公私立の大学、短期大学及び工業店吝専門学校苓の枚只

並びに大学院生子が学術研究に伴う計算及び111報処理を行うために利用することができる共同利用

施設です・現在、次のようなIt真横システム1員成になっています．

計算桟資源として、科学技術計算の高速処理、特にペクトル計算を1り意とするスーバーコンピュ

ータ、データペース処理や大規撲スカラー演算を高速に処理できる汎用コンピュータ、計算サーパ

・ グラフィックス処理のためのスーパーグラフィックワークステーションをはじめとするUNIX

サプシステム子を設置し、これらのシステム上に多数の言:~/支援プロダラム、ライプラリ、アプ

リケーション及びデータペースを用意してサービスを行っています．

さらに、今年5月には大辰大学詑合111柑通信システム(ODI NS)が笠償され高速通信が可能に

なり、研究室のパソコン、ワークステーションからもスーパーコンピュータをはじめとするセンタ

ー計算ぼ群を利用し、シミュレーションや数値閃析などの大規隕な計算ができるようになりました．

また、 ODINSは大寂地戌大学閏ネットワーク(ORIONS)、WIDE、SINET'il'の学術

研究ネットワークと相互接院され、で子メール、ファイル転送子の111報交換が可能です。

本センターでは、このような計算桟資練をR大限に生かせる新しいサーピスを摸常しています。

そこで、サーピスの充実・向上を図るため、また今t女のセンターシステムの構成を検討するために、

研究者、大学院生の皆様の計算滉利用の実想・要望干を把遅したいと思います．皆様の忌i霞のない

ござ見・ご要望をお閏かせください。ご多忙のところご協力よろしくお罪いいたします。

問 I全員がお答えください

所ほ：

氏名：

て話番号：

-I -

'"'"'''"'"のみ9利用者名号：し
<M-1らのJ;のみ）
メールアドレス

01一

問II大型計算機センターを月 2回以上お使いの方がお答えください

I. 計算浪の利用について

①現在利用されているI妓桟をお笞えください. (?! 廿回笞可）
I I , 

L SX3 2. AC0S3900 回答憫 i I I , 
3. OSYX 4冒IRIS/VGX

,'''  
5. SPARC 6. ETS 

②利用されている県11の使い勝手についてお笞えください．
L使いやすい

2. 荘通
3. 使しヽ にくし 9

回答襴「―l-
I I 

し「使いにくい」と答えられた方、どのような点が使いにくいのでしょうか。

（穫数回笞可）

1、使い方が分からない

2. マニュアルがない・分かりにくい 回答襴「

3繊貝の知ほが不足している I l― 
4. 講習会がない

5. その他

し「そのI也」と笞えられた方、且体的に使いにくい点をおIIIIかせください。

彎.......疇.....,,,.,,, .. , .. ,,,,,,, 彎◆ .ヽ.疇●.... 鴫........., 彎......會....ヽ●......... ● 誓......ヽ .., l [ . 會................● .... 彎..鴫鴫..ヽ......疇..................・鴫.....ヽ...........・..............., .. ,,. 

③現在お使いの計算穀以外に今後あらたに利用を子定されている計算復がありますか．

L利用子定なし 回答襴「――、1

2. 利用子定あり ｛~一
... 「利用子定あり」と笞えられた方、その浪積および利用目的、必要栽能をおfl11かせ

ください． （双数回笞可）

l. SX3 2. AC0S3900 

3. OIYX 4. IRIS/VGX 

5. SPARC 6. EIS 

回答隕 l

I i一
, • その利用目的をおfl11かせください．

[ ,,,. ヽ...・・鴫........ヽ,.. ・,....... 鴫......會ヽ.......,,,,, ....... ,,, .. , ... .. 

................... , 書.,.,.................... ,.,,., 彎..............會
• 必要なI汎能及び計算憤資源をおfl11かせください．
[・...彎...............曹................., ... ,,, ・..........曹~曹.. 

-3 -

記

I. l,lq査対文 本センター利用；；；｀大液大学の全枚官・全大学院生

大型計瓦澄七ンターに利用申請されていない方もぜひご．を見をお閲かせください。

2. 返送期限平成6年12月278

3. アンケート回答方法
このアンケートはアンケート用紙に記入返送していだたく方法以外に、汎用I晟利用者の方に
は汎用収上のコマンドで、ワークステーション利用の方には．メールもしくはXosaicで回笞

できるようにしてあります。いずれの方法で回笞していただいても結 I~です．

［アンケート用紙返送）

• 祁送の頃台： 〒567大辰府茨木市笑祀ヶ丘5-1

大阪大学大型計算横七ンター共同利用lll

・FAXの頃合： 06-879-8814 (両面にご注Eください）

(J¥用I役の利用】
コマンド 'ANKEITO書を用Eしております,SYSTEM選択レペルまたは＊モードでANKEI
TOと入力してください。質問事項が表示されますので、そのままご回笞ください．

［メール利用）

メールアドレス 'ank_o@center.osaka-u. ac. jp' 宛、 subjecしにankeitoと記入し空の

メールをお送りください。質問事項が返送されます9 回笞先のメールアドレスは

・ank_aOcenter. osaka-u. ac. jp Iこなっております．

【Xosaic矛!J)lj)
大寂大学大型計算桟センターのホームベージ (hしtp://n,. osaka-u. ac. jp/center /cc 

·ho•e·jp. ht● I)を開さ、目次のアンケートのぽ所をクリックしてください．買閃事項

が表示されます．

4. アンケート用紙回答項目

• 大型計算横センターを月 2回以上お使いの方は 問 I、Il、Vに、

大型計算磯センターを月 1回および } 1いH 、m、Vに
利用巾捐されているにも関わらずお使いでない方は

大型計算隣センターに利用申捐をされていない方1, r.,1、N、Vにご回答ください．

・回笞隕には英数字でお笞えください。

. 1つの買問に複数の回笞をしていただいても結渭です。

5. アンケート用紙記入方法
手l!Iき文字読みとり装置を使用いたしますので、大変ご面団ですが次の点にご注屯ください。

・回笞隕にはIIB以上のシャープペン・鉛玉、または黒のボールベンでIll記入ください．

・シャープペン・鉛五をご利用の湯合は紙面を汚さないようにご注烹ください• また、

ポールベンの填合はかすれがないようにご注．ざ．ください．

・文字の記入に当たっては記入枠外にはみ出さないようにお罪いします．

．況みとれる字体が決まっておりますので、英数字を記入されるときは次の字体でお廂い

します。

123Li5b789A8C  

• 内数の回笞がある場合は回笞閥の上の列から左誌めで！月記入ください．

6. 問い合わせ先
共同利用出 て話 06-879-8808 ダイヤルイン

E・oai ¥ k,oudou@center. osaka-u. ac. jp 

'.i)他センター・i也I没関の計豆磯を利用されていますか。

02一

I. 利用していない 回答壇；！
I !-

2. 利用して 1ヽる ．．  

し「利用している」と芥えられた方．差し支えなければ、ご利用になられているI汎r』
センター名と理由をお間かせください, I 111数回笞可）

:— 

,— 

1. 北海道大学大型計lJ:I没七ンクー
, . : 
， 

2. !~ 北大学大型計耳I戌七ンクー 回答隕：
．｝  

： I.·~ 京大学大型計Jl'I茂七ンター
’’ ・I. 名古足大字大型lt頁I段センター ＇ ； 

5. 京IJ1l大学大型計買収七ンクー

6. 九II{大学大型計算t茂センター

7. 学術情柑センター 8. 国立天文白・天文学データ祁折計耳センター

9. 宇宙科学研究所 ,I. 国立遺伝学研究所

B.,!l; エネルギー物理学研究所 C. 分子科学研究所

0. その他

し「その他」と笞えられた方、ご利用になられている浪関名をお閲かせください。

I l 

• 花し支えなければ利用されている理由をお間かせください．

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: l [・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2. 計互浪のソフトウェアについて

①利用されている言語にはどのようなものがありますか。 (Ii: 数回笞可）

I. FORTRAN 2. C 回答IIJ I 

4、prolog I : I I I 3. CH 

5. pas ca I 6. GMAP (アセンプラ）

7. 利用していない

B. その他

し「その他」と笞えられた方、その言語名をお王さください．

（ ）  

②利用されているライプラリにはどのようなものがありますか。 （穫数回笞可）

I. IMSし 2.,ISし

l― 

:: ;;~LIB 回答憫II I I I I-
し「図形ライプラリ」とお笞えの方、利用されている（乍図装置をお笞えください＂

I. ~6921. %922グラフィック
2. Textronlx4010. 4014グラフィック 回否襴 f

3. PC-9801 (ASTER) l 
4. DRASTEMDOOOプロッタ

;_ゞ6928Cプロッタ
7. その他（装迂名．

5. 利用していなし、

6. その地

6. XVIEWコマンドにより日本語プリンタへ

） 

ー、1・

1 

l— 
J 
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04一

［ 

し「その他Jと笞えられた方、そのライプラリ名とお使いの装買をおこきください．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l 

③ [!!i~jプ~〗換：ム!;~:ピ：スど回ムの答襴~ロ
E. ニュース
F. 利用していない

G. 今使利用したい

し「今後利用したい」と笞えられた方、そのアプリケーション名をお己きください．

［ ...................................................................................................... I ...................................................................................................... J 

H. その他

.. [その他Jと笞えられた方、そのアプリケーション名をお書きください． ｀ 

:：： : ： : : ： : : ：： ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
......................... .. .. .............. ..... .. . j 

④導入を希望されるアプリケーションにはどのようなものがありますか。 （筏数回笞可）

I. NASTRAド（汎用大型楕追”折システム） 回答襴

Z. a -FLOl (汎用三次元沢体＂析システム）

3. PIIOESI CS (汎用熱疏体如祈コードシステム） 「―7 I ' t_ 
4. GAUSS IAド（非経験的量子化学肛析プログラム） 「―一
5. GAMESS (非経験的分子!),.ilt計算プログラム） ！ 

, I I',_  
8. KARC (有限要素法ぼ造M析汎用プログラム）

7. SAS (ll(ltM析システム）

8. その他

.. [その他」と笞えられた方、そのアプリケーノョン名をお日きくたさい. 1 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・I 

:::::::::•::::::::::::::::::::•·•::::••••••••••••:••::••::••••••••:•••••:••••:•·•••:•• j 
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⑤利用されているデータペースにはどのようなものがありますか令 （筏数回笞可）

I. PROTEI ,-OB (蛋白只結晶情造データ表示）

2. ,QR (核匹圧共呪スペクトルデータ） 回答攪， ！ I 

3. JSR I科学映画の二次惰約） ： 
I I I j : ― 
: i 

4. SPEECH-OB I音芦認出研究のための音戸データ） ‘ 

5. YARじKl(学生の学舌についてのデータ） ＇ I I— 
'''  6. 810S1S (生物分野の学術文献情報） ＇ ． 

7. ECOB ('l;;M質活液およびて気化学反応系のデータ） ： I I 
' '  

8. CHEM-J (8本の柑比にISi!された化学関係文献データ）

9. KIGYO (上場企賽1700社の布価証券雑告ill)

A. TAXA I積子H物分類学の1980年以前の文献データ）

B. 利用していない

⑥汎用殷上(AC0S3900)でプログラムを実行するときの方法には｀ソースプログラムをコンパ

イル／安行する方法と、コンバイルを行い実行形式プログラムを保存しておき安行する方

法の 2種類があります。どちらを利用されていますか。

I. コンパイル／実行

2灰行形式プログラムからの実行 回答襴「一~
3. 両方利用 LJ— 
... 「2.、3.」と笞えられた万ソースプログラムは保存されていますか．

''  
I. 保存している 回答襴'

2. 保存していない しー」一
い「保存していない」と笞えられた方、その理由をお閲かせください．

[ .................................................................................................... . し「実t手形式•プcirラ公がらの安・行、•両方使用:iTi°え・・ら••五五：．．．五ジパ1J突行
と安行形式プログラムからの安行の比率はどれくらいでしょうか。

（コンパイル／実行 ：実行形式プログラム ） 

⑦新たに導入を希望されるソフトウェアがありましたらソフトウェア名をおこきください。

r ............................................................................................................. . 
し．．．．．疇．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．］

R本七ンターではスーパーコンピュータ、汎用I投、ワークステーションを導入し、惰籍処理

サーピスを行っていますが｀今！女とも汎用I段(AC0S3900)は必要でしょうか．

I. 不妥 回答罵

2. 椒能が代替可能なら不娑

3. 必要
... 「2.楳能が代替可能なら不委」と笞えられた方、代せが必変な援能をお笞えくださ

い。下籾に兵体的な名称笞をお己きください。 回答欄! I 
"' 

l. 言語 （ ） ........................................、....... ！！ 
2. ライプラリ I ) 

I• 
.......................... 

3. アプリケーション （ 
・・・・・・・、・・・・・・・・・・・I i : 一）： ................................................ 

4. データベース （ ） ! ';  ！ ..............................................、 l一
5. 大学問（ふl)ネットワーク i i ・

6. その他

-6 -

Ooー

3. ネットワークについて

①大学関 (N-1)ネットワークを経由して、他七ンターを利用されていますか．

L利用している 2. 利用したことがある 回答欄

3. 利用していない D-
②大学問(N-J)ネットワークを経由して、大阪大学大型計算椒センターを利用されています

か．

I. 利用している 2. 利用したことがある 回答襴

3. 利用していない D-
③大叛大学大型計算撮七ンターのスーバーコンビュータ、汎用扱、ワークステーションはイ

ンターネット経由で利用可能になっています• 大学閏(N-1)ネットワークが厄止されると

他七ンターの利用ならびに大仮大学大型計算楳七ンターの利用に支緯がありますか．

滋止されてもr.mはない 回答欄 I 

2. 厄止されるとr.,赳がある ［ロ―
... 「問題がある」と笞えられた方、具体的にr.m点をお聞かせください。
[ " ..................  . . .... , '..  ,,,.,  ....  ,,  ● ... .. 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: l 
④スーパーコンピュータSX3をお使いの方、どのような利用形厄でお使いですか．

I. AC0S3900のSXRUN

2. AC0S3900の簡g形パッチジョプ 回答闇'

3. AC0S3900の基本形パッチジョプ ！ 
I 

4. ワークステーションから氾Sジョプ

5. ワークステーションあるいはパソコン；；；からSX3へ直接ログイン

r・ い」と笞えられた方 共体的な項目と理由をお閲かせくたさい。 、

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、.................................................

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ②利用負担金が七ンターを利用する~~となっていますが利用負担金が安ければも［と
センターを利用されますか．

1. 制限となっていない 回答襴 ， 

z. 制限となっている •— 

ら「制限となっている」と笞えられた万、利用負担金が安ければ利用されますか．

;：：: :rぶ 回答襴□—
③負担金は従黛制が採用されていますが｀一律定碩の項目があってもよろしいでしょうか。

ば：：：ロニ芯芯る 回答欄□—

④『3担：：：~::~恥ありましたら具体的にお閲かせくたさい。 、

:::::: ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: I 

,-

4'利用負担金ついて

①設定されている利用負担金mは洒当でしょうか．
L安い 回答襴

2. どちらともいえない

3. 高い

·• 7. 

大阪大学大型計算機センターニュース

5. 本センターの運用について

①スーパーコンピュータならびに汎用様を利用するときのジョプクラス（計算楼史既）の

割限は次表のようになっています。

スーパーコンピ,-夕 sx-3 I I ;t Ill讚 AC053900 I 

i~r J ">: l プ~:了I ! t:1 1 ",:t ! プ ~i:iズム 1 

：．！芯i~: 悶:: I : , : ,.,r,, 1 ""  1 

I 1 i 応出 I ~" 、
， ¥ : 岱悶 i '~:: ! 

廷 ii, 10分 0ヽ血 i mi 四問 i心'I
拿特殊ジョプクラスですので届け出が必要です。

氏大CPU時間は40!~間、 E大メモリは900MB。

(7)各ジョプクラスの制限匝は適当でしょうか。

I迅当である 回答襴 r--1
2. 送当でない I ; 一, ： 
し「適当でない」と笞えられた方、どれぐらいが迅当かお口きください．

, • ,,. 7う> C Pじ問 r.1 ,・a,・ うけば
r " ( , 与問 分） ( MB) 

SX-3 l v ( Bぅr., 分） (MB)  l 
-8 -
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SM  I、l.型：三
E ( 時間

; ( 時間

ACOS I B (&打r.1
C ( 時間

H (&与r.,
TSS ( 時間

（（）ジョプクラスの数は送当でしょうか．

L細かすぎる

2. 送当
3. もっと細かくする
し「細かくする」と笞えられた方、どのくらいが送当だと思われますか．

追加したい横種とクラス、制限値をお書きください．

[疇.........................................冒..................彎..疇............................

................ 彎.......................................事...............................鴫.........l 
②スーバーコンピュータならぴに汎用殿のオンラインサーピス時閏は次衷のようになってい

ます。

分）

分）

分）

分）

分）

分）

分）

分）

分）

分）

~• 

IBlHBllBlHBlHBlHBlmmHBlHBl 

回答襴「―7
I— I 1 

m 問 I s11-1011 I 1111-zn 
/J、火，’＊ 午.,... ,._午霰,o" I ., 約....,_,, 日午.,... 
: I :~ 恥紐~..ゞ I珈直笠

サーピス時間は送当でしょうか。

L長い

2會適当
3. 短し、

し「短い」と笞えられた方、具体的な希望時問をお閲かせください．

[ ............... 鴫..● .... 鴫..........鴫●● ............. ヽ●● .•... , .................. , ............... . 

, ............... , .......... 彎.............................., .. , .• 

③本七ンターの間館玲r.,は次表のようになっています。

：期間 I 3月-I1月 I I 2月-2月 I 

；月～金 I午前 9峙～午lk8H与I午前 99う～午i女10的 i

開純時r.11:適当でしょうか．
I. 長し、

z. 送当
3. 短い

し「短い」と笞えられた方、具体的な希望時問をお閏かせください．

[●  ● ........ 彎●● ● ....... , .. ,, ...............................、．．．．．．．．．．鴫●●ヽ● ● ..........、

...................................................、.....、...................................

-9 -

回答鸞□□―

回答襴

09一
し「利用していない」と笞えられた方、その理由をお笞えください．

I. 必要性がない

：：芯言認‘ 回答概II I I— 

4で1正笠．なし」と笞えられ'方 お望みの分計希望される記事を

5その他 l 
" [その他」と笞えられた方、その理由をお111lかせください．

: ： : : ：： : :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
［閏ms頁）へお進みくたさい_:i::::::::::::::::.:::::::::::::::::::::::::::I 
問皿大型計算機センターを月 1回程度しかお使いにならない方および
利用申！青されているにも閏わらずお使いでない方がお答えください

1. 月1回程度しかお使いにならない、あるいは利用されない理由をお笞えください．
（複数回笞可）

1. 計算様の使い方が分からない

2. 計算楼が使いにくい
3. 負担金が高い

4. 利用できるソフトウェアがない

5. 計算椒資西がないあるいは小さい
G. ニュース・速報•手引きなど印閉物の入手目的のために申！＇

1, 研究室のワークステーシ• ン、パソコンで十分である

8. 研究室に大型計算扱センターを利用できる学末がない

9. 大餃大学大型計算撓センター以外の計算椒を利用している

A. 大型計算携センターを利用する必要がない

B. その他

① 「l.計算椴の使い方が分からない」と笞えられた方、その撮種と理由をお笞えください。
(7)横種は（複数回笞可）

; : ~!Re ~ ↑ ~~;~!~~ !: ~:;x 回笞襴 I 1- I I ! f-
（イ）具体的にどのような点がわかりにくいのでしょうか．

[・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・................................. :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: l 
・II一

回答襴I
I 
―― 
．

．

．

 

6. 計五根の広'"について
①七ンターが発行しています「七ンターニュース」をご覧になられていますか．

'.  
L必ず目を通す 回答置 I

：一2. ときどき目を通す ！ ， ， 
3、圧まない
し「在まない」と笞えられた方、その理由をお笞えください．

I. 必要性がない

2. 院む気がしない

3. 理＂できない
4. その他

し「Eむ気がしない、理Mできない、その他」と笞えられた方、その理由をお閲

［かせくだ•さし:~::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :: : : :::::: 
②七ンターが亮行しています「速報」をご覧になられていますか: ・・・・・I 
I. 必ず目を通す

2. ときどき目を通す
3. 読まない
し「Eまない」と笞えられた方、その理由をお笞えください．

；；悶覧広、 回答襴[TI-
3.ll!Mできない
i. その他

ら「在む気がしない、理＂できない、その他」と答えられた方、その理由をお閲

［かせくたさい: I 

............................................................................................. j 
③七ンターが発行しています「利用の手引き」には次の手引きがあります。

; TSS利用の栞
: ASTER If I乍 l~明巴

I TSSの手引 I・Il
KIEDIT利用の手引

！ 大-:;or.1わ卜り-)利用の手引 ・ 大学問て子たい万Lの使い方
＇ 電子IS示板奴テLの使い方 I I ゲげ割ill苔語の手引
i SPSS利用の手引 lf.lt7"oゲうL/1°,lヴ DAISY
I 

， 
, t, うインテ→←1利用が1ド ' 7・0,・ うLうi7'1')の概要と使用法
I ， 図形処理の手引 I '7・-, 処理汎H利用の手引
！ たII●→,t・,-, 利用の手引 ！ 咲局設匠に関する説明巴

回答襴「~
I 1-
I 

回答概

手引きを利用されていますか．

I. 利用している

2. ときどき利用する

3. 利用していない

』 9

回答襴 i I 
I 
1-
： ， 
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10一
② 「2.計算棋が使いにくい」と笞えられた方、そのI及往と使いにくい点をお笞えください。
(7)横托は（内数回笞可）

l. SX3 2. AC0S3900 3. 0ドYX 回苔攪

4. SPARC S. IRIS/YGX 6. EIS [ 

うな点が使いにくいのでしょうか。

！一

i ③ 「3.負担金が高い」と笞えられた方、横積と高いと思われる点についてお笞えください．

(7)撲積l;l (慣数回笞可）

：悶RC ; ↑盟悶：悶x 回答lllll I I I I I— 
（イ）i体的に高いと患われる項目とどれくらいなら利用可能でしょうか．
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

④; ;;1tf i~i'.iii・アカは晶ii[::た方 その横種と希望されるノフ[
I. SX3 2. AC0S3900 3. ONYX 
4. SPARC 5. IRIS/VGX 6. EJS 

I I I I 
（イ）A体的な利用希望ソフトウェアをおi!!きください．

[・--・・ ・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＊］ 

⑤ 「5.利用できるIt算椒資浣が無いあるいは小さい」と笞えられた方、その扱種と希望
される理由をお笞えください。

(7)横積は（償数回笞可）

I. SX3 2. ACOS3900 3. ONYX 回答衝 1
4. SPARC 5. IRIS/VGX 6. EiS l 

（イ）その理由は（復数回笞可）

I. 問辺装置がない

2. メモリが小さい

3. CPU時問が小さい

4. ファイル容伝が小さい

5. その他

『体的な用辺装置名あるいは必委とされる宅戸.,苔問などをお閲かせください．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
...............、,.................................、,.................................................. . 

................................................. 

⑤ 「9大阪大学大型げI良七ノター以外の計？を利用している」と笞えられた方 ［し

l― 

l— 
―

―

 
襴答回

]― 
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11 — 
支えなければご利用になられている械閑• 七ンター名・理由などをお閲かせくだまぃ，

［ ............................................................................................................... : ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

l ....................................................................................................... . 

⑦ 「B.その他」と笞えられた方、その理由をお閲かせください．

I ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，，．．，．．．．．．．．．．．．．． 
2. 今後、利用を子定されている計算撮1こついて -

I. 利用子定なし 回答襴：．＿

2、利用予定あり ， 

し「利用子定あり」と笞えられた方、その楼積と利用目的をお笞えください．

頃数回笞可）

: ：; !Re ;: ~~~;!~~~ !: ~:;x 回答攪II I I 
利用目的をお閏かせください．

[ ................................................................................................... 1 
...................................................................................................... J 

cr.wos頁）へお巡みください.J 

問W大型計算機センターに利用申！膏をされていない方がお答えくださ

し、

!. 利用申請をされていない理由をお笞えください．
I. 大!:'.'It算撮七ンターの利用資格を知らない 回答襴

2. 大型計算椒七ンターを利用する必要がない

3. その他

し「その他Jと笞えられた方、その珪由をお閲かせください。

[ . ・・・・・・・・・・・・・．．．，．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．． 

................. , ............................ ,,, ........... , ........................ ,., .......... . 

2. 大型計算扱七ンターではソフトウェアサーピスの充究を図るため、 「研究開免計画J
制度を設け｀利用者の方のIt算横の使用負担金を免除しプログラム・データベース石の
間Rを行っていただいております．この研究開R計画割度をご存じですか・ -
！．知っている 回答襴：

""  

2. 知らない ： 

3. 大型lt頁椒七ンター利用名のために毎年、訊甘会を問催しています。訊舌会の閉II'を

ご存じですか．

I. 知っている 回答襴
"' 

2. 知らない
' 
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サーパさを設覧しサーピスにあたっています。

①これらのサーピスをご存じですか．

I. 知らない 回答襴'!_

2. 知っている し――l
... 「知っている」と笞えられた方、お使いにならない理由をお閲かせください。

[ ............... ・.......................................................................................... ......................................................................................................... l 
②これらのサービスを今使、ご利用いただけますか．

L利用する 回答襴

2. 利用しない

③上記以外にどのようなサーバのサービスを望まれますか．

[ ........... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

.............................................................................................................. 

8. 大型計算横センターの計算桟をインターネット、あるいは大霰大学総合情報通信シス
テム(ODINS)を経由して利用できます．利用できることをご存じでしたか．

; :~;;:: る 回答概D-
9. 今快、大荻大学大型It算椒センターの利用を子定されていますか．

；悶：：なし 回答閏D-
3. 利用したい

し「利用する、利用したい」と笞えられた万、利用目的をお閏かせください。

[・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 鳴● ● .......... . ...................................................................................................... l 
［次へお進みください。 J

問V全員がお答えください

大型計算扱七ンターに対するご意見・感想・要望子を．お閲かせください。

・・:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: : :::::: ::::: : :: 
····::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::•::::•:•::::::•:::::::::::•::::•::::::::: .....• 
.::::::::• :::::::: •: ::: : ::: : 
........................................................、...................................... 

.............. ,., ...... , ..................................................、...., ....................... . 
......................................................................................................... 
以上、ご協力ありがとうございました．
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4. 大型計万椒七ンター利用名のために、計E横の利用干に関する買r.,-f.l:r.,点にお苔えす
るためプログラム柑訣制度を校けています。プログラム柑Eシステムをご存じですか．
1. 知っている 回否置 3,-
2. 知らない i ' 

5. 大笠計刃腹七ンターでは810S!S(生物分野文献）データペースならびに利用名の方が閉梵

された次のよう なデータペースをサーピスしています。

①これらのデータベースをご存じでしょうか．
I 

• 生物分”文献(810S1S)データベーフ、 回答置 ’ 
I. 知っている 2. 知らない u-
鴫蛋白質データペース I 1-
I. 知っている 2. 知らない I 

•核四極共咲スペクトルデータペース ←一ー］

I. 知っている 2. 知らない I I-
• 日本科学映像データペース ！ 

L知っている 2. 知らない 「
• 音戸データペース

I. 知っている 2. 知らない □-
・ やる気データペース ← i 一
I. 知っている 2. 知らない

：：闘：二：だ~-、ロ
I. 知っている 2.知らない しー」一
・ 企業慣柑データペース '— 
I. 知っている 2. 知らない LJ 

• 積子n物文献データペース i !_  
I. 知っている 2.知らない ヒ――|

②どれか 1つでも知っていると吝えられた方｀お使いにならない理由をお1¥11かせください。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．］ 

[ ............................................................................................................. . 

6. Biological Abstracts(生物化学文献）、 Econしit(経済学文献）、 MEDLINE (医学文献）苓

多くのデータペースがCD-ROMで提供されるようになりました。ワークステーション上あ

るいはパソコン上でCO-ROM版でのデータペース検字システムがサーピスされるとご利用

いただけますか。
I 

I. 利用しない ． 回答概， 1 i一
2. 利用する ' . 

し「利用する」と笞えられた方、どのようなデータペースをお望みですか，

［ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・j 

7. 利用者のデータをファイルに保存するファイルサーパ、グラフィックや勤画ii,処理を
行う画佑処理サーパ、布用なプログラムを保存し誼でも自由に引き出すことができるrtP 
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